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松江開府400年を記念して、地域の歴史を顕彰する活動が多様な場面で繰り

広げられている松江市にとって、「歴史叢書」は「埋蔵文化財調査報告」「ふる

さと文庫」「歴史資料集」に続く歴史シリーズです。

「ふるさと文庫」がふるさと松江市の歴史・文化をわかりやすく解説するこ

とを、また「歴史資料集」が地域の基礎的史料をテーマ別に網羅し、地域史研

究の便に供すること目指すのに対し、「歴史叢書」は松江市に関わる歴史事象

の調査・研究成果を適宜集めて発刊するものです。

今回は、島根県指定文化財「興雲閣」に関する調査・研究成果を掲載いたし

ました。興雲閣は明治36年に松江市工芸品陳列所として建設され、明治40年

に皇太子嘉仁親王の山陰行啓に際して「征防徹旬として整備され、明治45年

の大改修においてほぼ今日の形態となりました。明治期の洋風建造物の多くが

失われてしまった中で、興雲閣の存在と残された諸資料は、当地方の近代建築

史と近代化を語る上で、大変貴重なものといえましょう。多繁な中、本書の発

刊に協力いただいた皆様には心より感謝申し上げます。

今後、この「歴史叢書」に対し、多くの地域史研究者の参加をいただくこと

で、地域の歴史がより一層明らかになるとともに、その成果が未来に向かって

歩む地域の人々の生き様に大きな示唆を与えてくれることを願ってやみません。

は じめに

2010年3月

松江市教育委員会

教育長福島律子



こううんかく

興雲閣の魅力

本稿は、平成21年9月26日に島根県民会館で開催されたシンポジウム、

カ」と題した堀勇良氏の記念講演を記録したものである。講演会の性格上

1.はじめに

昨年の3月まで文化庁で建造物関係の調査官を10年半やっており、主に登録有形文化財と指定

文化財、要するに重要文化財ですが、その指定を担当していたこともあり、興雲閣というのは文

化財で言えばどぅいうクラスか、どぅいうものに相当するか、そのようなことを通してこの興雲

閣というのはどぅいう建築なのか、ということをお伝えできればと思っています。

興雲閣は、一般的には明治の拐習羊風建築と言われています。確かにそういう一面はあるかと思

いますが、ちょっと私は別の考えを持っておの、その辺も今日お話したいと思っています。

2.興雲閣と文化財指定

興雲閣については、既に県の文化財指定を受けており、明治の洋風建築としてよく知られた存

在です。文化庁でも近年特に近代化遺産ということで、平成2年(199のからですが、全国都道

府県ごとに近代化の過程を示すような、主に産業・交通・士木の構造物の全国調査をしており、

島根県もここにあるように発行が2002年ですが、年度で言うと平成12~13年(2000~OD 度

に県内の近代化造産の総合調査を実施して、これは文化庁と県と共同でやっている事業です。 こ

れはどういう主旨かというと、ここで調査されて非常に価値が高いと認められる建造物について

は順次重要文化財の指定をしていこうと、あるいは登録文化財にしていこうということで、その

ベースになる調査という意味で平成2年からやっています。もうーつ文化庁の建造物担当では、

これも県と一緒にやっていますが、近代の和風建築という胴査も並行してやっています。

その中で、ここにあるように左は調査報告書のおもて表紙で、表紙の次の中扉が右です(写真D。

そしてこの後にカラーで口絵が数点載っていますが、代表的なものとして紹介されているという

堀勇良

「興雲閣の魅力と活用」において、「興雲閣の魅

文章表現も話し言葉になっている。

ことは県としては、是非重要文化財ぐら

いにしたいということだろうと思います

し、もちろん文化庁でもこの調査を受け

て、順次重要文化財にしていくというこ

とでやっているわけです。この左の表紙

にある出雲大社駅ですが、これは県で調

査の中で一押しの物件として挙げちれて

いるわけですから、平成16年(194D

7月に重要文化財になっています。

ところが、右の方は興雲閣ですが、表

紙の次の中扉ですので、県としては第2

候補と言っては何ですが、そういう意味

合いもあるのだろうと思います。残念な
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写真].島根県近代化遺産(建造物等)総合調査報告書
『島根県の近代化遺産』の表紙(左)、中扉(右)(島根
県教育委員会発行)
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んでいます。日本の近代建築、特に洋風建築ですが、やはり日露戦争前と後ということで言うと、

建築ばかりではなくて国力の点もありますが、かなり建築の質と言うか傾向が変わってくる時期

です。ですので、日露戦争後のものと日露戦争前のものを単純に比較すると、本格的な西洋館と

ちょっと擬洋風っぼい建築というような比較をされがちになってしまうというのが一点。

それからもうーつは、仁風閣の棟札ですが、

ここに書いてある名前は主に建設関係の人た

ちですが、もちろん括弧に書いてある県知事

というようなものは棟札自体には書いてなく、

名前だけですが、ここで池田家の家令や家従

の方が名を連ねているように、仁風閣という

のは鳥取藩主の池田さんが建てた建築です。

旧藩主が建てた住宅建築です。そこに天皇を

迎えたということなので、そういう私的な元

の殿様の建物と松江市の工芸品陳列所として

建てられた一種の公共建築、特に市制施行さ

れて十数年かというときの市の公共建築物で

あるものを比較するのも辛いものがある、というのがーつあります。

それから設計者云々という話をしましたが、こちらの仁風閣は設計者がはっきりしているとい

うのは言い過ぎですが、実際に設計した人は棟札にあるように、左には県の士木建築関係の技術

者が列記されています。それから右手の方に池田家の家令と家従の間に橋本平蔵さんという方の

名前だけが記されていますが、この方は実は東京帝国大学の建築学科、現在の東京大学の建築学

科・の前身ですがそこの卒業生です。しかも鳥取市の出身の方ですので、そういうちゃんとした西

洋建築の教育を受けた方が、しかも日露戦争後という比較的自由にヨーロッパの動向も習得して

本格的な西洋館、洋風建築を建てることができるようになった時期に設計した建物である、とい

うことがはっきりしているわけです。しかもこの橋本さんの上に片山東熊という現在国の迎賓館

になっている赤坂籬宮を設計した方が相談役と言うか、顧問役みたいなことで関与しているので、

そういう設計に関しては由緒、ある意味で正統的な方が設計したことがはっきりしています。

それに対して興雲閣はどぅかというと、興雲閣は先ほど言ったように元々は松江市の施設とし

て建設された施設なので、通常現在の感覚からいうと松江市の建築家と言うか、技術者が設計す

るのが、現在で言うと建築家に外注するケースが多いかもしれませんが、そういう時代なので、

松江市の方が設計してもよいわけです。しかし松江市自身には建築家を抱えていなかったので、

県の技術者に設計建設等を委嘱したということが、この度、松江市でおこなわれた調査の中で当

時の新聞等を調べて明らかにされたわけです。そういう経緯があります。

仁風閣棟札

明治40年2月14日甲午吉祥

山田新・一郎(県知事)山根光友(池田家家令)

和田世民(内務部長)橋本平蔵

山本潔(池田家家〒贈竿田秀静(県技師)

杉田才蔵(県技n祠

勢馬宇之助(県技乎)

野口貞美(県雇)

塚原市次郎(県工手)

吉田榮蔵(県工手)

*()内は当時の肩害きなどで、棟札自体には記されていない。

4.明治30年代、建築の潮流と興雲閣

先ほど言ったような日露戦争後を挟んだ前の同じような年代の建物が重要文化財にならないか

というとそうでもなく、ちょうど同じような年代で同じょうな施設を幾つか紹介します。この3

つは既にいずれも重要文化財になっています。
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技師の駒杵勤治さんが設計した旧制の士浦中学校、これは講堂ではなく校舎の本体ですが、こち

らも重要文化財になっていますが、同じ時期に設計しているものがあります。

明治30年代、日露戦争前まではそういう時期です。ですから本格的な帝国大学の建築学科を

卒業した人が設計する建物、それから県の技術者がそういう方たちの指導を受けて育ってきて設

計するような建物が出だした時期が30年代前半、半ばくらいしかないですが、そういう意味で

全国各地にそれぞれの形で残っているわけでして、そのうちのーつが興雲閣にあたるのだろうと

思っています。

そういう意味から言うと、この明治30年代の半ばまでの建築というのは日露戦争後の建築に

比べると派手さには欠ける、堅実さみたいなものを感じますが、ある意味で本格的な洋風建築を

目指して設計している建築物ということになります。その観点から、興雲閣も同じような条件で

あると老えると、これは決して指腎羊風ではなくて本格かどぅかというのは評価の分かれるところ

ですが、目指しているところは基本的には洋風建築のーつである、と理解すべきだろうと考えて

います。

5.島根県出身の建築家

そういうことを老えれば、島根県にも先ほど鳥取県の仁風閣をやった橋本平蔵さんみたいな方

がいてもいいのではないかと思いますが、そういう方の当たりをつけてみると、下の表(島根県

出身の建築家)は島根県出身の建築家を思いつくままに挙げたわけですが、この中で最も有名な

山口半六さんという飛び抜けた方がいます。

山口半六さんは、幕末に生まれた松江市の

出身の方で、藩校から推薦されて大学南校、

要するに東京大学に入って卒業する前に文部

省から国費留学生、官費留学生としてフラン

スに留学してフランスの技術学校を卒業した、

いわば日本で最初期の建築家の一人になる方

です。松江では松江藩、まだ藩校時代だと思

いますが、招聰されたお雇い外国人に学んで、

洋学を身に付けて、それから東京の大学南校に送り込まれた人ですが、フランスではパリにあり

ますエコールサントラールという、日本語に訳すとパリの中央技芸学校、技術と芸術の学校を明

治12年 a879)に卒業し、フランスで実地を幾つか学んで、レンガエ場等のそういう技術を習

得して帰って来ます。一番有名なのは明治の10年代後半に、内閣制度が導入され、それととも

に高等教育制度が整備され、官立の第一から第五までの高等中学校、旧制の高等学校を建設する

ことになるときに、その建設をトップでやった方です。現在金沢に四高、第四高等学校の本館が

残っていますが、それを設計した方です。それから熊本に五高の本館も残っていまして、四高、

五高ともに重要文化財ですがそれを設計した方です。そういう方ですので、もちろん松江の方で

声を掛ければ、特に天皇の行幸なり行啓なりが予定されるような公共的な建築物の設計なり指導

なりをしてもおかしくない方ですが、残念ながら明治認年(190のに早死にしてしまい、興雲

閣には間に合わなかった方です。

島根県出身の建築家

山口半六松江市大学南校フランス留学

文部省の建築技師

舶田松四郎仁多郡三成村大蔵省の建築技師

綿貫保之松江市東京帝国大学建築学科卒業

大野頂平津和野名古屋高等工業学校建築科卒業

大阪市役所の建築技師

岡田孝男大田市京都帝国大学建築学科卒業

-5-



のが明治43年(191のですので、設立は確か明治40年(1907)だったと思いますが、最初は

松江市の市立の工業学校修道館、現在の県立松江工業高等学校の前身校ができるわけです。これ

も残念ながら、興雲閣には間に合わないので、結局はこの島根県庁の中で新県庁を建てるまでお

られた方たちが興雲閣の設計に従事したというふうに推測はれるわけです。ちなみに島根県の方
あいかにしこり

は名前がテニスで有名な綿織さんとか、第一回卒業生の一番頭にあるこれは秋鹿さんと読むらし

いですが、この秋鹿さんは一期生ですので、後に松江で建築設計事務所を開設するような方です。

たまたまインターネットを見ましたら、秋鹿さんに関するぺージがあって、略歴等はよくわかる

ような方ですが、そういう人たちが島根県ばかりではないのですが、県の建築をある意味で創b

てきた、指導してきた、というような一面もあるのだろうと思います。

詫

フ.島根県職員録から探る興雲閣の設計に関わった人々

興雲閣を造った時代に、どぅいう方が該当するのか調べてみました。これは今も出ております

が、国が発行している職員録の明治35年 a902)の島根県のところをスキャンしたのですが、

建築士木はここの内務部というところが担当所管をしておのます。ここで建築関係、実は県の職

員録だと、ある意眛で建築なのか士木なのかというのは少し見当がつくのかしれませんが、国の

職員録では全部で第1課から3課まである、第2課が普通士木建築なのですが、その課が分かれて

いないのですが、建築に関係ありそうな方をちょっと紹介しますと、この属官、現在で言うと事

務官ですが、ここに大野亀之丞という方がいます。それから、これは足立正智さんが明らかにさ
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築学科は'かりではないですが、東京帝国大学の工科大学の卒業生達を補佐するために卒業生達が

作らせた学校なのです。しかも、第一回の卒業生が明治22年 a889)で、甘利さんは第5回、

明治24年 d89D の卒業、そのくらい早い時期の卒業生ですので、しかも大正の半ばから、昭

和初期にかけては建築事務所をやる方ですので、そういう設計の方に関心と言うか、そういう仕

事をできるような経験を積んできたのだろうと推測されます。興雲閣の設計者ということを芳え

るときに、・一番当てはまりゃすい人ではないかと思っています。

8.興雲閣の建築スタイル

そうだとすれば、興雲閣の建築は擬洋風ということではなくて、明治30年代に造られた、洋

風建築のーつであると理解するのが良いのではないかと思うのです。

それでは擬洋風というのは何だと言う

と、一番指裂羊風でわかりやすいのは身近

にある松江市の旧田野医院です。擬洋風

建築というのは、比較的東日本の方が発

達するというのはおかしいですが、顕著

な特徴を持ったものが多く残っていて、

西日本、九州には擬洋風建築らしい擬洋

風はないのですが、珍しくこの旧田野医

院はまさに擬洋風らしい擬洋風建築です。

言わば大工棟梁さんたちが、洋風建築か

建っていた神戸の居留地や横浜居留地あ

るいは東京、大阪など、お雇い外国人が

建てた西洋建築を見て自分の大工技術で

西洋館を造ったという代物なのです。 こ

れも技術的には、漆喰塗りの壁や、日本

の伝統的な技術によっているのですが、

こういう円形の窓というのは、ヨーロッ

パの組積造の構造方式なので、別に木造

"、▲、"'

・'1徐j11j-,子'、
剖J●゛●'゛

だとそんなことをやらなくてもいいので写真7.旧田野医r兀(上:正面、下:裏)

すが、意匠として洋風の石造建築、レンガ造建築というのはこういう窓が開いているものだとい

うと、それを在来の木造の技術でやってしまうのです。それからちょっとわかりづらいですが、

建物の隅にこれも西洋建築では、やはり角は弱いので、石積みなどでは角に非常に強い石を置き

ます。これをコーナーストーンと言っているのですが、木造なのでこんなコーナーストーンを隅

に置かなくても良いのですが、西洋館はそういうふうにするものだというので、それを石ではな

くて、左官技術でやってしまうところに、擬洋風の特徴がよく現れています。こういう旧田野医

院のようなものを擬洋風というのであって、興雲閣を擬洋風というのはちょっといかがなものか

なと思うのです。

なぜ擬洋風と言われるかというと、ちょっと目に屋根の影響が大きいのでしょうね。和洋折衷
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いうのをなぜ付けたのかというのは、ちょっとなかなか合

理的な解釈は非常に難しいです。松江は雪が多いでしょう

か。ちょっとわかりませんが、普通ですと部皆はべランダ

に部屋から出られるような造りになっているのですが、実

は1階にもべランダがまわっているのですが、那皆のべラ

ンダというのは、本当の意味でのべランダになっていない

ベランダなのです。部屋からべランダに出るという造りに

なっていない。しかも、車寄せと言うか、そういうところ

までべランダがまわり込んでいるので、ベランダをまわり込まさざるを得ない、柱の位置がちょっ

と窮屈になったりするようなことがありますが、これは敢えてべランダを全部まわしたいという

ような意識と言うか、デザインモチーフがあったと理解すべきではないかと思います。

それから挨寶羊風に見られてしまうケースが多いと言うか、思われやすいこの入母屋づくりの瓦

屋根、これも本当だとべランダと言うか、入母屋にならないで寄棟でも十分なのですが、やはり

ベランダがあるものだから、ベランダ分だけ入母屋にせざるを得ないと言うか、そういう造りか

らくるような面も一面あります。もうーつは、恐らくはお城の中にあるということで、そういう

お城の建築を多少意識した、これもーつのデザインとして入母屋を採用しているのではないかと

思いたいところがあり、これはちょっと挨習羊風ではないのではないかと思うのです。

興雲閣の建築

建築的特徴

木造スティックスタイル

+ヴェランダコロニアル

+入母屋造桟瓦葺屋根

建築史的意義

日清戦後、日露戦前期の洋風建築

地方官庁営繕の水準を示す作品

9.興雲閣の歴史的意義

興雲閣の歴史的な意義というものをまとめて

みると、・ーつ重要なポイントは日清戦後、日露

戦前期の木造の洋風建築の特徴をよく示す建造

物であると。しかも、地方官庁の営繕が、誰が

設計したかはっきのしてはいませんが、そうい

う方が設計をしたということで言うと、明治

30年代の地方の洋風建築の浸透度、どの位の

西洋建築の普及度と言うか、そういうものを見

る上で規範となると言うか、性格がはっきりで

ている建築ではないかと思います。

それではどういう文化財かというと、重要文

化財の建造物も年に2回指定をしているのです

が、そこには指定の基準というものがあります。

先ほども言ったように、同じょうなものがある

と、やはり典型的なものの方を選ばざるを得な

いのです。それは「重要文化財(建造物)指定

基準」が表(P12)のようになっているからで

して、意匠的に優秀なもので、なお且つ各時代、

興雲閣で言うと明治中期、明治30年半ばでも

郁一r-1-ーー酷,
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文化財の定義

文化財保護法第2条第1項第1号

建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古

文書その他の有形の文化的所産で我が国にとって

歴史上又は芸術上価値のたかいもの(これらのも

のと一体をなしてその価値を形成している士地そ

の他の物件を含む。)並びに老古資料及びその他

の学術上価値の高い歴史資料(以下「有形文化財」

という。)
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ではないのではないかと思っているのです。

これは評価の話で、もうーつこの文化財とし

ての活用ということをお話すべきでしょうが、

決して文化財だからということで祭り上げてし

まうのではなく、色々な面、活用、使い勝手が

あって、初めて建造物も活きてくると。文化財

の活用ということをここ10年近く、文化庁の

建造物の方でも盛んに言っているので、より良い活用、建造物にふさわしい活用というもの力珠吉

びついて、より建築物の価値が増すと。そういう重要文化財であってほしいと思っている次第で

す。

指定・登録の状況

重文(国宝) 2,328件(213) 4,210棟 (257)

近世以前2,081件(213) 3,648棟 (257)

562棟近代 247件

登録 2,802箇所 6.616件

江戸1.046 明治2.187 火正1,489 昭和1,894

建築物5303 士木描造物386 その他工作物927

-13-



は適当な日本語訳はないが、当時英国では一般的であって職種でいえは言十画から士木、建築まで

一手に引き受ける総合ディベロッパーとでも言うような職種であったろうか。

リチャード・ P ・ブリッジェンスはア j、に、 遷

一

、プ

メリカ人の渡り鳥的技術者で、元冶元年び■

(1864)に来日している。来挺当時は横

浜の居留地で主に仕事をし、慶応2年

(1866)のイギリス仮公使館、明治4年

(1釘D の新橋駅など多数設計している。

そのブリッジェンスの元には、高島暦の

名前の元になった高島嘉右衛門や清水建

設の創始者となった清水喜助などが集ま
築地ホテル館明治元年

り、ブリッジェンス党とも言われるデザ

イン的特徴を持つ建物を多数造っていく。明治元年 a868)の築地ホテル館、明治5年(1872)

の第一国立銀行はブリッジェンスと清水喜助がコラボレートした代表的な建築である。洋風の姿

の建物の外壁に大胆ななまこ壁を用いるなど、築地ホテルのデザインは和と洋の特徴を大胆にミッ

クスしたものであった。

もう一人のトーマス・J・ウォートルスはアイルランド生まれ、 20歳そこそこでアジアに飛び

出し、仕事をしながら鹿児島にたどり着く。鹿児島で慶応元年から磯の集成館など洋風の工場建

尋馨

議

設に携わり、やがてトーマス・グラバー

に雇われたりしながら東京に出て行く。

そして明治3年大蔵省造幣寮に入る。当

時、中央政府の建物はこの役所がほとん

どを仕切っていたため、技術者のトップ

に座ったウォートルスの権勢は絶大なも

のとなった。銀座のレンガ街を設計して

いくのもこのウォートルスである。

このウォートルスの建築作風は、 16

'之
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ロトンダ]565-1567
世紀の建築家アンドレア・パラディアが

生み出した、パラディアニズムと呼ばれるギリシャ風の切妻のぺディメントを正面に持つデザイ

ンが主流になっていく。パラディアニズムはルネッサンス様式を自分なりの解釈で新たなデザイ

ンとしていき、特にイギリスでそれが積極的に模倣され、パラディアニズムと呼ばれるようになっ

たものである。パラディアの代表作品にイタリアに建つ「ロトンダ」がある。パラディアニズム

建築の特徴は、建物から張出したポルティコを持ち、その上の屋根の三角破風を持つぺディメン

トで、ギリシャ様式のオーダーで支えられる。ポルティコの両側にはーつの窓のある壁がある。

ウォートルスのデザインはそのパラディアニズムと言われるデザインを取り入れているのだが、

正確にそれを模しているわけではない。本物の建築技術者ではない彼は、ある意味で適当にその
はやしただひろ

様式を崩して設計した。ウォートルスの下には日本人大工の林忠恕がついた。林は当時の山師的

な人々の例に漏れず、伊勢に生まれ、鍛冶屋を経て木挽きに転じ、さらに大工となって幕末の横

Ξ゛f'

一"

、
師

ノ
ノ
'
ノ

j
'

壁

,
小
『
式
,
専

i
. 4

ゞ

゛
食
ノ

ゞ
、

一

亀
4

、吹

ノ
'
ノ

1

り
、
鄭
、
J
,

ノ
ー
多

、
、
吠

匙

,
虐
,

恐
吋

当

ゞ
'
ノ
,

J
 
、
ノ

,
一
、

§
ψ
●
y
ヲ
ゞ

ゞ
、
、
^
^
ヂ
/
4
-

讐
'
^
*
1
一

,
、
ぎ
,
む

●
ミ

一
1

,
j
ハ

/
J
 
/

ゞ
ハ
ゞ

,
、
一
~
,
、
、

j

气
1
ぎ
"
梦

1、
三 X

ー
ジ

き
●
4
 
ず
"

、
、
-
y

4
念
,
ン

4
-
,
・
、

,
女
斧
'
,
、

,
 
W
4
 
.

~
'
難
●

、
、
、
/
 
J

'
心



て悪戦苦闘の末に、独自の工夫を付け加

えたり、不完全な模倣をしたり、和風か

ら抜け切れないでいたりと各地方によっ

て微妙な違いが地方性となって出てきた

のである。そして、中央官庁などで採用

された三角の破風を持った突き出した屋

根を持つデザインがべランダ付下見板張

りと結びつき、日本の各地に散引まって

いく。そのようにして出来た擬洋風建築

を和魂洋才の建築とも言うようになった

ものである。

写真は鳥取県の県庁舎と県警本部、そして師範学校の建物であるが、まさに一連のデザインの

擬洋風建築と言うことができるだろう。

4'島根県の擬洋風建築

①旧島根県庁舎
なおたか

廃藩置県で島根県が生まれた。当初明治5年 a釘2) 4月から松平直応旧邸(現県立博物館敷

地)を借りて執務を行っていたが鳥取県との合併もあって手狭になった。明治Ⅱ年(1釘8)か

ら内務卿に対し県庁新築の伺いを立てていたのが許可になり、旧松平邸から約30m離れた場所

に明治12年 a釘9) 2月新築となった。現在そこには県庁教育委員会建物が建っている。木造2

階建て、面積124.5坪、約4121ゞの建物は当時の金で4,400円が建設費に費やされた。この建物は

明治30年未まで県庁として使用されている。その建物は写真でも分かるようにこれまでに散々

出てきたパラディアニズム的デザインと下見板とべランダが結びついた、典型的な明治10年前

後の抜欝羊風官庁建築といえるデザインであった。

ゞー

§『写^'f璽冨卿

鳥取県立師範学校(鳥取市歴史博物館所蔵)

^ーー'ーーーー"~ー^

ι1、1,'ゞ
藤蚕撚盆

今回の・一連の調査により、明治12、

13年の島根県施設録が新たに発見され

た。それによると県庁舎新築工事(2代

目)における働きに対し、数人の職員に

それぞれ褒章がなされていることが分かっ

た。その中に等外四等出仕、松村団次の

名前が記録されている。彼が県庁舎建築

に携わった一人であることは明らかだ。

彼らは内務省が示すプロトタイプのよう

なものがあって、それに基づきながら変 2代目県庁舎明治12年建築
(島根県管財課所蔵)

更を加えていったものではないかと思わ

れる。建物は前面2階にべランダを廻し、切妻破風(三角ぺディメント)を持った玄関車寄せを

正面に飛び出させている。窓は1,2階とも縦長で上部にアーチを持った上げ下げ窓と思われる。

屋根は入母屋の瓦葺であり、玄関車寄せが正面に来ている。このデザインはその24年後に建築

〆
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材として建築するためでもあった。

6.興雲閣の建設と設計者

今回の一連の調査の中から興雲閣建設時の島根県が出し

た関連文書が見つかった。その中に島根県から松江市に嘱

託技師として派遣した職員名の中に明治12年 a釘9)の、

前述した島根県庁舎建築に携わった職員と同名の職員が見

られる。明治35年(1902)の職員録の中に見られる松村

団次がその人だが、彼は当時第二課(士木の部署)に属し

ている。また、松村は明治18年 a885)に竣工した周吉

外三君畴斐所庁舎の工事監督にも委嘱されていることが「島

根県文化財調査報告第6集」に記されている。松村が島根

県で建築を担当した職員であり、それも明治12年 a釘9)

から在籍している。また明治3年 a870)の士族卒禄高取

調にも大工・左官の人物として出ている。これらのことか

ら彼が興雲閣の工事監督を委嘱されたと見ることが出来る。

また当時自治体が重要建築建設に際し、県職員に委嘱して

いたことが伺える。

これまでに興雲閣の建設は和泉利三郎が請け負っていることは知られていた。同時に、設計も

彼が行ったのではないかと推測されていた。しかし、探し出された他の資料では、興雲閣が建設

に際し、松江市から入札に付されていることが示されている。入札に出すと言うことは少なくと

ノ'エ'^"〒Y、,「'

1玉'ー,、シ'

松・■弓

y々立,、'子プt五

も見積もるための図面があったはずであり、請負者の和泉

利三郎が設計したとは吉えにくくなる。また和泉利三郎が

施工した建物は他にも旧島根農工銀行、温泉津にある藤の

湯、出西小学校などがある。これらの建物にはあまり共通

した特徴と言うものは無く、さらに研究すべきところはあ

るが、和泉が特に興雲閣のような擬洋風建築を得意にした

とかいう痕跡はない。そのことから見ても、設計者は県職

員であったと見て差しつかえないだろう。

別な角度から建設費について吉えて見たい。興雲閣は前

述の和泉利三郎が16,700円あまりで落札している。時代

は若干下がるが、行在所利用という同様の目的で建築され

た鳥取の仁風閣は明治40年(1907) 5月に落成している

が、建設費44,000円あまりを要している。この違いを考

えてみたとき、島根県の場合、あまり建設費をかけられな

い事情があったのではないかとも老えられる。明治36年

る。

感ξ

"宅

笈' 1三、ー、,、1'

1・一託蚕夢璽を盗1一長ヤ捻員外爽共熨蔀詔

'ヤ、ニーーー竺ニツ,
立_1_ 、壮",

温泉津町旧藤の湯(温泉休憩所)

゛一才,

旧島根農工銀行明治41年

(1903)には日御碕灯台が完成してい

日御碕灯台には完成までに80万円あまりを支出している。逓信省が大半の費用を出したと
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参考日本各地の明治時代の県庁とその他の車寄せを持つ形式の建築

これらの官庁建築はいずれも正面性があり、車寄せになる突き出した屋根を持つ。それぞれに

細部の意匠は異なるが、ーつのプロトタイプを元に工夫が付け加えられていることが伺える。明

治期の官庁建築が、すべてではないが、あるひとつの形式を基にしていたことが推察できる。
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興雲閣の沿革

1.松江市工芸品陳列所建設の経緯

天皇を中心とした体制を目指す明治政府は、天皇の存在を国民に知らしめる必要があった。そ

のため、天皇は明治20年(1887)までに全国各地へ巡幸している。しかし、島根・鳥取両県へ

の巡幸はなく、天皇の巡幸は両県民の切なる願いであった。

明治27年 a894) 3月に、大浦島根県知事・調所鳥取県知事の連名で井上馨内務大臣へ山陰

両県への巡幸を請願している櫛。これは翌年九州で陸軍の大演習が行われ、軍を統監するため天

皇が臨席する予定であり、その際に山陰地方へ臨幸を願ったものであった。しかし、日本と清国

との間で緊張が高まっていたため演習自体が中止となり、巡幸は叶わなかった。また、同年5月

に両県知事は、翌年京都博覧会へ行幸された場合は山陰巡幸を願いたい、と内申した②が、日清

戦争開戦が近づいたために京都博覧会が中止となり、巡幸は実現しなかった。この6月には、新

聞紙上で天皇が松江市へ巡幸した際に行在所をどこにするかということが議論されており御、そ

の場所として松江城三ノ丸や末次埋立地が候補に挙がっていた。また、神門郡今市町(現在の出

雲市今市WD の遠藤嘉右衛門は島根県内に行在所に充てるべき建物がないため、自宅に行在所と

する建物の建築を始めた団。巡幸の際には、ふさわしい建築物が必要であるとの認識がこの時点

からあった。

明治32年(1899) 6月には、西郷従道内務大臣が山陰両県を巡視し、それを機に8月下旬に松

江での行在所の場所について知事や松江市長らが議論をした御。この時点では巡幸のi剤顛もして

いなかったが、新聞紙面には、巡幸の請願をするには先に行在所を用意してからがよい、との話

がされた⑥。その後10月に島根・鳥取両県知事は巡幸の請願をした⑦が、山陰地方は交通が不便

であるため中止となり巡幸は実現しなかった。

明治34年(1901) 7月には、島根・鳥取・山口の三県知事の連名で明治36年(1903) 4 ・5月

ごろの舞鶴鎮守府への巡幸の際に、山陰地方への巡幸を詰願している御。明治35年(1902) 9月

には、八東郡宍道町(現在の松江市宍道mD の木幡久右衛門の庭内で行在所(現在の飛雲閣)の

建築が始まり、ついで松江市でも行在所の建築が計画された。

新庄正典

2.松江市工芸品陳列所の建設

・言十画

巡幸の請願をした島根県は、明治36年4・5月ごろの巡幸を見越し、その準備に取り掛かった。

松江市の行在所は、島根県が計画を立て、松江市が建設するということであった⑨。島根県の計

画では、松江市における行在所は、①松江市北堀町赤山の第一中学校東教室にする案、②第一中

学校西教室にする案、③平屋建て新築にする案、④二階建て新築にする案山切ゞあった。これら

の計画にはそれぞれ見積もりが立てられ、建築費や改修費などが細かく計算されている。その項

目として「行在所」や「拝謁所」などの見積もりとともに、「車舎」や「仮厩」などの見積もり

も立てられ、これらの計画が巡幸を想定した行在所を作ることであったことがわかる。これらの

見積もりを比較し、行在所は新築三階建ての建物と決定したようである。
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明である。松江市工芸品陳列所の設計者については今後の調査に期待したい。

松江市工芸品陳列所の敷地は、松江城の敷地内にあるため、所有者である旧松江藩主家の松平

直亮から借用した。

松江市工芸品陳列所の入札については、明治35年Ⅱ月15日の新聞紙上に公告があり、それに

よれば、竣工期限は明治36年4月30日、入札はⅡ月20日を期限とし、同日に開札され、工事仕

様書図面契約書案は第二課で示すと記されている⑳。この入札には、6名が参加し4度の入札を

経て、松江市寺町の和泉利三郎(和泉組)が12,790円で落札した⑳。和泉組は松江市工芸品陳

列所のほか、三代目島根県庁や島根農工銀行などの建築を請け負った。

・建築

建築工事は、建築場所にある「西南之役戦死者記念碑」を天守脇へ移すことから始められ、

『山陰道行啓録i幼や新聞囲によれば明治35年12月26日に着手、『工芸品陳列場平面図』四に明治

36年1月6日に着手したとある。竣工は、『工芸品陳列場平面図』には明治36年9月10日、『行啓

二関スル書類i狗や『山陰道行啓録』、新閉では明治36年9月16日と書かれている。竣工検査が9

月16日に行われた後に松江市へ引き渡されていることや⑳、『行啓二関スル書ぎ鄭での松江市か

ら島根県に提出した工芸品陳列所の報告書が松江市としての公式見解であるため、竣工は9月16

日とするのが妥当であろう。この「工芸品陳列場平面図』は工事現場での実際の作業日を記して

いると思われるので、工芸品陳列所の工事は明治35年12月26日に着手され、明治36年9月16日

に竣工した。入札公告時の竣工期限は4月末日までであったが、工事中に「模様替え」・「仕様変

更f罰などがあり、竣工は遅れ9月16日となった。

工費については、落札額が12,790円。『工芸品陳列場平面図』では13397円91銭2厘。『行啓二

関スル書類』四や新聞では13,340円73銭1厘。工事を請け負った和泉組が作製した『士木建築工

事請負示表』⑳では13,500円。松江市の決算では13,489円35銭6厘(明治35年度新営費3,500

円⑳、 36年度新営'・臨時費9,989円35銭6厘側りと様々である。この工費の内、 2,800円余りが市

民からの寄付によってまかなわれたもので、市民が山陰巡幸を待ち望んでいたことがうかがえる。

・建造物の概要

竣工した松江市工芸品陳列所は、二階建てで長方形の母屋のやや北側に玄関ポーチを取り付け

た凸型の建築物であった。淡緑色のぺンキを塗った下見板を張り、外周にべランダをめぐらせた

洋風の外観を持ち、屋根は入母屋桟瓦葺で純和風である。また、内部は一階が真壁、二階が大壁

造りで、ともに竿縁天井と和風の仕上げとなっている卿。但し、二階南隅の三部屋だけは、壁

紙に和紙が使われ、天井も洋風となっている。小屋組は洋式トラス構造を採用し、西洋建築の中

に和風の意匠を取り入れた指冒羊風建築の特徴をよく表している。

建築様式は、二代目島根県庁や周吉外三郡役所と酷似し、明治前期から中期まで官庁建築など

で使用されていたべランダ付下見板擬洋風建築である。官庁建築と異なる点は、松江市工芸品陳

列所が行在所として計画されているので、柱頭や幕板などに装飾が施され優美な外観となってい

る。また、行在所の役割とともに、名称のとおり陳列所としての役割を持っていたため、二階は

南隅の二部屋と玄関上以夕Hこ、7つの部屋に分かれていたが、これらの部屋は必要があれば間仕
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②一階南東の部屋の階段側の部屋に浴室を取り付け、その部屋に鍵を取り付ける工事

③浴室と階段の踊り場との間に階段を取り付ける工事

④階段の下に通路を設け、踊り場の下に両便所を取り付ける工事

⑤両便所の北に掃除口を設け、西側には出入り口を設ける工事

⑥階段の中央に手すりを取り付ける工事

⑦一階北東の部屋に階段を取り付ける工事

これら陳列所内部工事の他、一階北西の部屋の外に仮の調理室を設ける工事や、元からある便

所の周囲に供奉員の湯殿や便所を設ける工事、二の丸下の段に仮の厩や車舎を新しく設けている。

陳列所内部の工事と城山道路の取り付け工事は明治40年 a907) 1月に完成し岡、御旅館と

して皇太子嘉仁親王を迎える準備が整った。こうして皇太子は5月22日から25日まで、二階の南

隅の部屋で宿泊した。征防矢館としての設備は、 6月までに撤去された'御。

4.「興雲閣」の命名時期

工芸品陳列所から興雲閣へと名称が変わるのは、旧松江藩主家の当主である松平直亮により明

治43年 a910) 7月に命名されたことによると言われてきた卿。

しかし、明治42年7月8日付の新聞記事に「松平直亮伯の命名によりて興雲閣と称せられ、伯

の揮毫興雲閣の三字はー・」と書かれている御。またこの前後、 7月4日・5日に行われた松江神社

大祭で「・,・城山工芸品陳列所でー・」とあり脚、 7月16日の記事には中公t工将校婦人会は興雲閣

でー・」とある岡。つまり、明治42年(1909) 7月8日以前に松平直亮により命名され、新聞紙上

で7月8日に発表がなされた。

5.興雲閣機能拡張に伴う増築工事

明治40年5月に行啓が終わり、工芸品陳列所は各種の会合や展覧会の会場、迎賓館としての役

割を果たすことになる。迎賓館としては、陸軍大将乃木希典の歓迎会が明治42年8月19日に行わ
りざん

れ御、韓国皇太子の李堤が同43年7月に宿泊した卿。大きな博覧会としては、明治44年(191D

5月に行われた島根県子供博覧会がある。この時の館内の写真が残っておゆ殉、狭隣な二階展示

室の様子がわかる。

そのためであろうか、明治44年度の松江市会決算録の興雲閣の予算説明には昭皆上に広間を

設け、公会の使用に供したる目的にて、階段の付け替え、座張等の費用を積算し・・・」とされ、

1,556円余りが決算されている知。前年の43年度の決算が540円余り、翌年の45年・大正元年度

の決算力巧20円であるため、興雲閣に関する予算の増加から大規模な修繕、増築工事が計画され

たことがわかる。

この興雲閣の増築工事は、明治45年5月20日から6月8日まで松江城山一帯で開催された「山

陰鉄道連絡記念物産共進会」の美術会場に充てるためになされたものである岡。この物産共

進会は同年3月1日に京都から出雲今市まで鉄道が開通したため、松江市が鉄道開通を祝賀する

とともに、島根県下の物産を広く県外に紹介するために開催されたものである。山陰地方と京都

などの先進地とが鉄道でつながったことは、物資・人間・文化の交流が盛んとなり、商工業の発

展や近代化の促進へとつながっていく、まさに画期的な出来事であった。

興雲閣の工事は明治45年(1912) 2月から着手され岡、同年3月末には完成したようである⑩。
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庄

鳥取県警察史編さん委員会『鳥取県警察史』第一巻鳥取県警察本部 1981年郭5頁

鳥取県警察史編さん委員会『鳥取県警察史』第一巻鳥取県警察本部 19釘年555頁

「行在所位置の内談」明治27年6月6日付『山陰新聞』(新聞D

「行在所の位置建築(仮定)」明治27年6月10日付『山陰新R加(新聞2)

島根県総務課が所蔵する古文書簸冊『行啓二関スル書類四』 a907年)に、行在所や休憩所とする施設の調査

報告がある。遠藤嘉右衛門邸については、着手が明治27年6月で竣工が同33年12月、工費が18,000円と記され

ている。また、明治27年ごろには御旅館に充てる建物がなく、巡幸に差支えがあるため建築したと記されてい

る。

「電燈会社移転説」明治32年8月20日付「山陰新聞』(新聞3)

「行在所に関する協議」8月24日付『山陰新聞』(新聞4)

「山陰御巡幸」明治32年9月12日付『山陰新聞』 (新聞5)

「行在所の位置」明治32午9月13日付『山陰新開』(新聞6)

鳥取県警察史編さん委員会『鳥取県警察史』第一巻鳥取県警察本部 19別年555-556頁

島根県総務課が所蔵する古文書捧冊『金尾知事・井原知事事務引渡書』 a902年)の演説書に、島根県が巡幸

を請願した経緯と現在の状況について記載されている。それには、「山陰地力への巡幸は明治27年より島根、鳥

取県知事より数回請願していたが、実現できなかった。明治34年7月に鳥取、山口県知事と協議し請願したとこ

ろ、内務大臣から明治36午4月5月ごろに舞鶴軍港へ行かれるついでに山陰地方への巡幸がかなうようにしたい

とのことであった。そのため、現在奉迎の準備を吉案中であり、松江市における行在所は松江市が新築し、島根

県の職員が松江市の委嘱を受け設計中である」と記されている。

同上

松江市が所蔵する興雲閣に関する文書の中に「行啓ヲ第・中学校校舎へ仮設備概算書」と題された文書がある。

4つの行在所候補とそれぞれの概算見積もりが挙げられ、①第・中学校の東教室へ設ける案が21,074円74銭1厘、

②第一吋卜孚校の西教室へ設ける案が12,736円80銭7厘 q旦し、東教室案に含まれていた道路改修費3,647円48銭

8厘が含まれていない)、③平屋建て新築にする案が24,889円58銭6厘、④二階建て新築にする案が14,522円69

銭2厘、と記されている。

注偲)と同じ

「島根県職員t孔」明治35年10月23日付『山陰新開』俳斤聞10)

「本県新仟技師」明治噐年9月17H付『山陰新朋』け川剖7)

W公i上市会」明治35年10月15日付『[川塗新開』け捌捌9)

「工芸品陳閏炉m 明治35年10月14日付『山陰新聞』(新開8)

「松江市τ芸品陳列所設立」明治35年H月15日付『山陰新聞』(新磯ⅡD

中原健次卯公1工藩家臣団の崩壊一秩禄処分一』 63頁オフィスなかむら 2003年

松村団次は、松江藩の卒で、大工・左官として銭37賀'500文三人扶持を給していた。

島根県総務課所蔵が所蔵する古文書輝冊防苞設録』 a879~1880年)に、二代目島根県庁の工事に携わった職

員へ乎当てが支給されたこと力靖己載されている。支給された人物は、五等属で土木課長の鈴木信勝、十等屈の山

村唯・・郎、等外三等出仕の山村和一郎、等外四等出仕の幡垣大兵衛と松村団次の5人である。松村団次は、島根

県職員であったため、島根県人与琵果へ履歴書などの調査を依頼したが、現存していないとの回答であった。

また、島根県・が所蔵する文書について、松江市文化財課から島根県教育庁文化財課に以下の点について調査を依

頼した。

①興雲閣設計、建設、修繕に関する資料が保存されていないか。

②明治30~40年代前後の、県の建築部局に関する資料が保存されていないか。

島根県士木部士木総務課から建築住宅課(設計関係図書管理)および営繕課(施設管理)に個別に依頼、保管資

料の確認をしてもらった結果、「保管資料は全て昭和以降のものである。明治・大正期の資料は火災焼失したの

ではないか。」との回答であった。

なお、島根県総務部総務課学事文書グループが管理する『古文書捧冊』は閲覧可能で台帳管理されている。

・明治6年から大正3年までの知事の事務引渡書

・明治14年から明治18年までの県治要領

・明治20年から明治44年までの地方事務功程及管内景況

・明治8年から昭和15年までの地籍関係
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参吉文献

熊野栄助「明治期の洋風木造建造物について」『島根県文化財調査報告』第6集

鳥取県警察史編さん委員会『鳥取県警察史』第一巻鳥取県警察本部 1981年

・中原健次畔公t工藩家臣団の崩壊一秩禄処分一』オフィスなかむら 20船年

・角金次郎『山陰道行啓録』 1907年

・倉吉市史編纂委員会『倉吉市史』倉吉市役所 1973年

・島根縣教育會『島根縣私立教育會雑誌』286号島根縣教育會 19Ⅱ年

和泉豊吉は、工芸品陳列所の建築工事を請け負った和泉利三郎の義理の弟。利三郎の死後、和泉組を継いだ。

「城山道路等着手期」明治39年7月29日付『山陰新聞』(新聞24)

「起工式と竣成期」明治39年8月30日付『山陰新聞』(新聞25)

注⑫と同じ

「便殿と城山道路」明治40年1月11日付『山陰新聞』(新聞26)

「城山の設備撤去」明治40年6月1日付『山陰新聞』

熊野栄助「明治期の洋風木造建造物について」『島根県文化財調査報告』島根県教育委員会第6集 22頁 1970年

「興雲閣の額面」明治42年7月8日付『山陰新聞』(新聞3D

「宝物家什絵画」明治42年7月6日付『山陰新聞』(新聞30)

「松江将校婦人会」明治42年7月8日付『山陰新聞』(新聞32)

「乃木大将城山登臨」明治42年8月9日付『山陰新聞』俳斤聞33)

「興雲閣御着」明治43年7月23日付『山陰新聞』保邪胎5)

島根縣教育會『島根縣私立教育會雑誌』286号挿絵島根縣教育會 19Ⅱ年

松江市総務課が所蔵するマイクロフィルム中公1工市会決議録」(明治44年度)を見ると、興雲閣の明治44年度当

初予算が432円で、その後追加され合計1,607円の予算が付けられている。決算は中公1工市会決議録」(大正元年

度)より1,556円58銭9厘であると記されている。

「共進会号美術館」明治45年5月20日付『山陰新聞』(新聞39)

「物産共進会奨報」明治45年2月4日付 W創場新報』(新開36)

「共進会場と興雲閣」明治45年3月26日付『山陰新開』(新聞38)

「松平伯と興雲閣」大正4年4月27日付『山陰新聞』(新開4の

「興雲閣御休憩」大正6年7月7日付『山陰新聞』練州甥41)

「銀杏樹の御手植」大正14年3月7日付『山陰新聞』(新聞42)

「大海軍旗掲揚j 昭和15年5月2日付『山陰新聞』佳吊捌43)

松江市が所蔵する興雲閣に関する文書の中に『興雲閣』と題された飾冊がある。これは松江市庶務課が昭和9

午から昭和23年までの間、興雲閣の貸し出しゃ保守に関する文書をまとめたもの。上記注の海軍人事部庁舎の

契約や各種展覧会や会合などへの施設の貸し出しなど新聞に載らないような使用記録が残されている。

島根県教育委員会 1970年
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参吉史料

『山陰新聞』

畔創場新報』

・島根県総務課所蔵文書

・松江市所蔵文書
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新聞4:「行在所に関する協議」

旧三の丸を行在所の位置とし、
明治32年8月24日

調査を始める。

新聞5:「山陰御巡幸」明治32年9月12日(山)
内務大臣の山陰巡視があったため、巡幸が決定したような噂があるが、決定していない。また松江で
は行在所の位置について協議しているが、これは行在所とするべき場所が決まらないまま巡幸を請願
するのはよくない。

(山)
注5

注6

新聞6:「行在所の位置」明治32年9月13日(山)
松江市では行在所の位置について、旧三の丸と士手倶楽部の二案がある。
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新聞10:「島根県職員録」明治35年10月23日
島根県職員録の第二課土木係の名簿。
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新聞11:「松江市工芸品陳列所設立」明治35年11月15日(山)
工芸品陳列所の位置を二の丸の城山記念碑付近とし、工事監督を松村県属に委託する。
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新聞12:「公告」明治35年11月15日(山)
松江市役所からの工芸品陳列所建築工事の入札公告。工事仕様書図面などは第二課で示す。
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新聞16:「工芸品陳
工芸品陳列所力四月
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新聞侶

10月13日、

(山)
庄32

中公}1工芸品陳ヲ1炉励明治36年10月巧日
叫日に一般縦覧を許した。

(山)

-37ー

成」明治36年9月20日
落成し、検査が済んだ。

新聞17:「松江市工芸品陳列所」
工芸品陳列所の解説。

(山)
j王26

明治36年10月13日



、、

新聞22:「第一艦隊歓迎会」明治39年7月5日(山)
明治39年7月3日に第一艦隊が入港し、軍艦春日の東伏見宮艦長が工芸品陳列所で休憩する。その際、
館前に月桂樹をお手植えする。

新聞23:「松江市会」明治39年7月28日(山)
松江市会において、工芸品陳列所の内外の設備完成費(1β85円25銭)、城山道路改修費(3,426円10
銭1厘)などが決議された。

;王34
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新聞24:「城山道路等着手其幻明治39年7月29日(山)

工芸品陳列所などの工事は8月10日ごろより着手するだろう。
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新聞27:「本日入御の松江御座所」明治40年5月22日(山)
御旅館(工芸品陳百1炉用の新築工事は明治35年12月26日に起工し、翌36年9月6日(16日の誤植)に
竣工した。工費は13β40円73銭1厘で、1β22円69銭2厘が有志の寄付による。
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新聞28
御旅館

「城山御旅館」
(工芸品陳冽炉月

1王23

明治40年5月22日

の新築工事の概要は、
(オ公)
『山陰新報』の記事と同一の内容。
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新聞32:「松江将校婦人会」明治42年7月8日(山)
興雲閣で松江将校婦人会が開催される。興雲閣の名称が新聞紙上で初めて使用される。

新聞33:「乃木大将城山登臨」明治42年8月9日(山)
松江を訪れていた乃木希典夫妻が興雲閣で休憩する。

注53

新聞34:「興雲閣観覧随意」明治43年4月16日
興雲閣の一般観覧を許し、料金は一人3銭とする。

,王54

(山)

-43-

鄭
朶
大
擬
山
双
齢

の
午
大
ψ
せ
.
コ
 
h
 
、
大
ψ
丈
κ
、
、
(
"
、
し
や

乃
木
大
將
K
は
六
三
聯
隊
よ
り
軍
獨
廊
甲
,
一

武
、
し
ぜ
、
ぎ
ん
力
や
.
イ
ー
、
ぐ
ろ
,
れ
ん
大
 
m
 
て
 
1
 
大
V
壁
A

τ
當
市
城
山
'
、
向
胞
n
・
翻
聯
隊
長
微
大
緜

;
ゐ
か
:
一
、
ー
ー
ー
,
宅
.
、
ミ

L
隨
h
す
べ
く
少
心
.
'
遲
n
(
跡
を
逐
ひ
北

.
ー
」
ー

.
栓
江
將
校
蜻
人
會
京
ろ
十
五
日
鱸
山

、
、
.
、
●
【
^
Ξ
,
,
風
.
尾
,
'
'

興
雲
闇
.
L
於
,
開
膝
比
筈
、

上
ι
,
く
 
r

>
ー

ヘ
,
(
(
 
0
 
、
令
 
A
 
^
ι

.
、
、
.

゛
、
,
ι
ゴ

、
i
气
(
、
{
」
 
s
i
1
<
S
>

、
气
 
1
 
、
x
 
「
)
ー
、
」
'
)
ー
)
)
)
、

一

:
、
 
a
 
大
い
ぜ
、
コ
、
.
゛
、
つ
f
 
リ
、
■
,
゛
人
も
κ
九
ク

り
是
n
よ
b
先
合
大
將
か
城
山
解
物
画
陳
列

肌
,
知
事
官
邸
ぜ
巡
覧
若
く
は
訪
問
せ
ち
ミ

日
3
"
ん
て
う
'
・
六
コ
せ
、
 
C
、
コ
.
く
 
0

.
~
し
ξ
の
澱
縣
庇
L
逹
す
る
や
商
じ
課
よ
6

轟
勘
し
電
か
う
り
,
n
 
、
け
、
,
々
,
.
な
一
け
宝
コ
之
ん
倫
一
,
'
,
.
九
,

江
札
島
,
高
力
両
縣
燭
直
ち
七
照
物
産
野
一

肌
κ
至
り
凖
備
に
羣
{
・
三
谷
市
書
、
曾
城

が
、
一
,
つ
.
人
 
1
,
、
 
f
 
大
ヒ
9
 
/
{

山
興
雲
瑚
徐
室
b
f
凖
備
す
る
所
■
b
鰹

火
將
L
心
城
山
に
到
着
塁
闇
L
T
休
憇

ー
け
 
f
'
て
)
.
佳
丸
じ

り
.
市
内
の
至
景
を
眺
望
し
そ
n
よ
り
知
事

:
.
て
ヒ
 
a
 
】
、
人
ル
人
上
、
之
阜
、
ん
コ
し
ー

官
邸
々
訪
問
t
n
じ
が
罵
物
産
陳
列
所
の

參
飢
は
見
合
ぞ
同
官
邸
よ
b
軍
獨
廊
車
・
L
午

ゞ
ぎ
、
二
 
3
 
、
ん
↑
(

鰯
聖
閣
觀
語
意
城
山
凱
璽
閣

「
,
゛
一
つ
大
し

己
(
 
n
 
、
聖
稔
サ
 
L
 
口
 
n

參
狸
希
望
者
無
常
に
絶
え
ー
、
.
、
.
付
松
江
市

●
五

塁

Z
;
ら

、
.
T
・
憎
明
十
七
日
」
力
一
.
般
の
縱
覽
・
τ
許
す

h

、
、
・
(
 
b
 
ん
 
L
 
亭
立
、
ウ

「
、
つ
け

、
り
ご

こ
ご
が
せ
b
.
亢
も
.
揃
館
守
衛
、
L
就
き
邇
券
・
ぜ

噛
,
《
づ
ー

t
の
れ
,
,
、

に
、

卸
ず

ご
;

求
め
U
製
の
,
ル
限
.
異
料
釡
'
一
,
人
三
錢
宛

1
即
{
0
,
だ
ー
ー
.
勺
:
.
1
 
仁
:
,
'
:
ち
゛
(
ι
'
"
.
:
C
.
~
d
-
.
立
 
1
 
び
,

て
定
め
 
n
・
る
由
驫
る
▲
軍
服
肴
用
の
軍
入
及

.
よ
、
ゐ
人
.
、
ぞ
っ
ν
、
.
'
ゼ
.
゛
て
 
t
ぴ
こ
、
.
コ

職
1
t
1
る
襲
生
徒
並
4
兒
重

"
゛
減
ら
.
ー

、
、
こ

午
槌
三
路
四
十
牙
錨
舘
せ
、
n
元
り



^ ^

新聞謁:「共進会場と興雲閣」明治45年3月26日

興雲閣の増築工事も進み、 3月中に落成する。

新聞39:「共進会号美術館」明治45年5月20日(山)
5月20日から6月8日に城山公園で物産共進会が開催され、興雲閣は古書画などを展示する。また開会
式、閉会式の会場となる

(山)
注60

新聞40:「松平伯と興雲閣」大正4年4月27日

4月30日から5月3日まで松平直亮氏が松江を訪れ、

庄58

(山)
興雲閣の玄関上の部屋で宿泊される。
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4 島根県内べランダコロニアル下見板張り建築
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5.興雲閣図面集

図面1 工芸品陳列場正面図
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偽早説)「工芸品陳列所正面図」と題されているが、工芸品陳列所(現在の興雲閣)とは異なっ

た作りをしている。現在は玄関が北側(正面から見て右仙D に寄っているが、この図面では南側

(正面から見て左佃D に寄っている。また、玄関ポーチ上の部屋の南北には、現在出入り口が二

つずつ設けられているが、この図面は出入り口と窓がーつずつになっている。隅瓦は装飾を施し

たものになっているが、現在はない。しかし、装飾を施した隅瓦は明治40年の行啓時の写真に

写っており、現在の瓦になったのはいつの時点か不明だが瓦の葺き替えを行った際に取り替えた

のだろう。

この図面の特徴は、外観と構造を書き記していることで、内部のトラス構造がよくわかる。ま

た、列柱の士台の下部構造も書き記している。

これらのことからこの図面は、設計図もしくは設計図の前段階として書かれたものであると想

像できる。工芸品陳列所力竝凌工する以前に書かれた唯一の図面として貴重である。
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図面3 工芸品陳列場平面図(御旅館としての改装後明治40年~45年)
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6 興雲閣関係資料

表1 土木建築工事請負示表(松江市所蔵)

和泉組の和泉豊吉が建築工事を請け負った工事名が一覧で記されている。明治35年から同45

年7月までの建築工事で、和泉組が請け負った工事の請負高、名称、工事期間が記されている。

この請負示表には、明治後期に行われた興雲閣、松江税務監督局、島根県庁舎、島根県農工銀

行など主要な建築工事が記され、その請負金額から工事の規模がわかる。

五代豊吉が請け負った二千円以上の工事が記されており、明治35年以前の工事は豊吉の先代

利三郎名義のため書かれていない。興雲閣の工事は利三郎が工事を落札しているが、豊吉が請け

負った工事として記されている。
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26

27

山

28

1_1 1

29

山

30

明治36郁υ・]16Π

山

31

明治36年υ123日

山

32

明治36郁lj1281_1

山

33

明治36年3打6H

山

明治36郁3月6H

34

山

明治36q三3河7H

35

明治36午3打 17日

1 1 1

36

物品陳列所工*

山

37

明治36年3村27Π

市参事公

山

38

偕地契約条件

明治36年3村27日

1_1 1

39

醐11寺市参リi会

明治36年4月1日

山

40

松江市上苫品陳列所

明治36午4j18日

山

41

明治36午4打24H

醐時市参喫会

山

42

城山■*

明治36イに4打24日

1 1」

43

明治36年6打3H

山

44

下'",陳列所_上斗f

明治36イ1Ξ6j13 Π

山

45

市参班会

明治36年6月25Π

山

46

松江市会

明治36年7打 1引_1

山

47

明治36イ117j」 22 Π

山

fニミ肌,叫!列所

48

明治36午7月Z31-1

市参事会

1 1 1

49

地ならしが終わの、今午j叟内に竣」1するだろう

建築上出延則

明治36イ1Ξ7j130Π

山

50

1.芸厶部東列所新営艘支出の件などを議決

醐"牟姪築委員会

明治36年8打4日

山

51

松平家より敷地を借用するための契約条件を、市会に提出した

市参町会

明治36イf9j1201_1

! 1 1

52

工且配.陳列所敷地惜人契約の件などを議決

市参Ⅲ会

明治36イ1辻oj] 91_1

1 1 「

53

建築費は1,500円を市民からのZ邦付で、 3,500円を市債でまかなう

市参事会

明治36イ1二10jH3H

山

54

、11苫品陳列所、f才斗゛餅茶魯え、仕様変挺、_11出延瑚の件などを議決

杉ゞ〔市工芸品陳列所

明治36午10j」15Π

山

55

西南戦死者紀念碑は犬守1両向きに移'没した

市参喫会

明治36'1ミ10jH6 ト_1

山

56

上芸品峽列所モ,Hよ明治35年度の*業であったが、午度内に落成しないため予笄を3.500円にし、余りは36イW叟予

算に編人する

明治36イ1110j] 201_1

市参喫会

山

57

明治36年10月231-1

堅太f殿卜1川捻御巡回の議

山

58

_]:芸品陳列所新営普、11艘予算に関する件などを議決

川j治36イ1江0月241]

山

[に二品,陳列所落成

59

上芸品陳列所新営"、道路築造上゛を36年度に繰り越すことなどを議決

明治36郁10打24H

、〔芸品陳列所縦覧

山

60

_エ" 1、陳列所の竣IJ棚捉は今'"末である

松礼市工会配,陳列所

明治36午10月25U

山

61

工佳品陳列所建築 1:町延期の件などを議決

松礼下二吊,陳列所

明治36イ1:10打 25 Π

111

62

11嚇は木材の乾燐六b建則し、〔、町のため、 7j・」5日まで延期することが参!"会で決定した

松江市_1に沽削凍列所

明治36午H月5Π

山

63

下女品陳列所建築__f費内渡しに関して嗣杏することを議決

市物充峽列所の利用策

明治36イ11.1.11] 13 Π

山

64

、工ど'、1.陳列所建築_[1告内渡しの件などを議決

明治36郁11j]29門

市参湃会

山

65

上芸品陳列所建築工N内渡しの件などを議決

大時計寄付

明治36年12jj3日

山

工芯品陳列所建築工豊内波しの件などを議決

保険契約

明治36打辻2打7門

山

11芯品陳列所工事は、 8打201_1が竣 U馴製であるが、ペンキ途り工井1などが残っている

臨時市参湃会

明治37午2j」22日

_[芸品叫i列所竣功1馴県、増工*などの件を議決

硫"会社懸賞授今・式

明治37介13打 19日

]:芸品峽列所建築_上費内渡しの件などを議決

陳列所行守

明治37年5河27日

、鳥取県と工b根県知事の述料で塁太 fの学習のための行杵を願い出た。許可が、下りれば、来年5j1ごろだろう

市参争会

エ'吊、叫!列所が9jH6Uに落成し、検査が済んだ

褒状付与

10打13Π、 14Πに市民のf拷莞を許す。建築普窃イ寸Xなどはそれ以前に案内する予定

城山道路災測

、じ二品陳列所の寸法や問化切りなどを飢脱

城1_11道路

10打 13Π、トH1に・舟鄭見'莞を1午した

時局と堅太f・殿卜の御巡遊

15Πまで観覧を';午可し、約3/j人もの人が入所した

上芸吊.峽列所

県の物産陳列所は老朽化が進んでいるため、工答品1凍列所へ機能を移し刷加すべきである

松π市参事会

1:1紬Ⅲ凍列所イ;守に関する件などを議決

末次小町の原山氏より工芸品陳ダ山折へ大11寺計の寄附があった

火災保険会礼と火災保険の契約を行った

下艾飼市東列所呑守の件、修繕の件などを議決

大阪硫"会社の[判遊会が城山公1剥で行われ、、11芸品陳列所前に鮓台を構えた

、11広品陳列所のイ1守が任命された

工上V轍陳列所樹木舶え卞"ナの竹プよどを議決

大時計を寄附した原山氏へ褒状が渡された

錬兵」牙からギリギリ井戸へ回る道を実測中である

城山道路の途中、城山のイ・11亘があり使用の際は醐1寺桟橋を設けるという

時j,}もあり、山陰道行啓は多分小止だろう

上芸"゛東列所へは参観できないと思っているものがあるが、巾詰すれば参観できる

工芸品陳列所貸付に関する件などを議決
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102

103

山

104

山

105

山

106

明治40打毛Π1日

山

107

明治40年2j]25日

1 1_1

108

明治40年3打7H

山

109

明治40イf3jj8Π

山

110

明治40年3jj]0日

1 1 1

111

吻治40郁3j]101_1

山

】 12

明治404:3刀 11Π

1 1 1

113

装飾係主任会

明治4(川治Ⅱ13日

山

114

東宮御上覧",に就て

明治40年3月17Π

山

115

東宮山陰行'幹

明治40年3j・j29H

山

116

東宮行冉御順路

明治40年3乃31日

山

117

明治40郁4乃8Π

_上覧品陳列恊議

山

118

明治40年41j8Π

[」_1

119

松平子腿の御座所視察

明治40年4乃25日

山

120

城山祖1座所の装飾

明治40q、14月25日

1 1 1

121

杉§_[市参事会

明治40年5Ⅱ3Π

山

122

松江使殿の装飾

明治40年5jポ3H

1_[」

123

桂来宮・1tリf消窓、

明治40年5門6U

山

124

明治40年5jj7H

山

125

松江城山御座所

明治40年5月10U

山

126

城山行在所の装飾に関して協議した

山陰朽一与庁削

明治40郁5ⅡHn

山

127

工芸品陳列所に陳列する上覧配'こついて、御 11覧品係委員会を開いて陳夕1リn去などを恊議する予定

伊地知参謀長の検分

明治40イ1Ξ5j1 11日

山

128

行啓のH程について、舞鶴から境港に直行し、切幻11御座所で数油、分、市町で二柏、境港から浜田へ向かうと漏れ開く

東宮行啓染帷 W公1上城山御座所)

明治40年5月13H

山

129

行啓の"程について、 5月5Hに東京を発し、 16Πに安来で

藤岡市長の視察

明治40年5月15Π

【_訂

130

城1川卸序所で上覧する地ノj物産について恊議した

東宮行啓梨蛾(砺1が1証!創凍夕畊辧蓋)

明治40年5j]1711

山

131

城山御座所備品新""の件、同所敷物敷設の件などを議決

原内杣の巡検

明治40イに5月18Π

山

132

旧浜田藩、1ξの松平武修が城山の笹Ⅲ望所を視察した

東宮行畔奨報(御椅子到着)

明治40年5月20Π

山

133

城山笹似堅所の畳敷が充成。大阪の業者に注文した窓枠や装飾材料の取り付けは大阪の職人が行う

東宮行腐染帳(行,許御仰W制

明治40年5月21Π

山

134

工公品陳列所行守人i占所取払い及び竹堀新設の件などを議決

松平伯の営邦付

明治40年5月22H

H>

135

城111便殿の窓掛などの装飾は終わり、他の装飾に収掛かる

御発打地並に供凖以ド

明治40年5打22Π

136

行i究劉前視察のため来松中の柞東宮主芋が城山の御座所などを検分した

東宮行等奨縦(行啓通偏機関没舮D

明治40午5j] 2211

137

城山御旅館内外に竃灯を股備することなどを恊議した

東宮行啓奨桜(御下柚の松樹)

明治40年5門22Π

松

138

御座所内部の装飾は今j・タ川こ終Υする予定

東宮、行啓粲蛾(城山の電史D

明治40年5Ⅱ22H

山

139

行惇のΠ程は5村10Hに東京を発し、松江では四粕すること力町勾定した

行啓粂報 UJ剣,1}画叫汐め

明治40年5月23羽

松

140

伊地知海雛入佐が城1_[1御座所を検分し、犬'1などを観覧した

行啓粂鞁(御上覧",陳列)

明治40イ1、Ξ5 村 23 Π

,鳥

141

修理、装飾はほぼ終了し、近く敷物を敷設する

本Π人御の松紅御旅館

明治40年5月240

山

142

行啓張務の視察のため来松小の膝岡,〔↓取市長力壮成山御座所などを悦察した

行畔黄報(征Ⅲ笊動M勧嗣

明治40年5月24H

松

松江笹Ⅲ笊館陳列する松11:市、八東郡、仁多郡、大原郡、隠岐1剣の物産の紹介

行啓輩帳(御旅館の各室)

明治40年5打24H

山

行畔設備視察のため来松中の原内務大臣が城111御座所などを検分した

城山御旅館

明治40年5月251ヨ

東京に注文していた松江御旅館の椅fができあがり、市役所に到"した

松江御旅館飾付終r

明治40イf5打25日

安来、松πでの県太子の訪問先と到着時問を記す

行啓梨帳(殿下肺御塒冏)

明治卯年5村26日

松平池3'乱よj成山遊路工費など約1万2千門を寄付した

松i_1×91卸

'1急取、安来、松礼での宿粕地や供奉員などのー・J覧

行啓黄桜(御陪食被付仰)

城山征恢御折と東京との心接屯信が出来るように城111内に壮_W長所を設般する予定

県庁行杵

城山御座所に御手柚えを願う松は、付近に生えている松を使川する

松江の御座所

松打:で三泊した後、今市から浜田へ向かう

城山御座所内外に設附する雌灯が不足気昧であり、ガス灯を設けた。御座所内の地灯は就曜の際にはh'よΠこ差し替える予定

行畔奨報(立食に召されたる者)

城山祖1座所や供皐員らの旅鯨で市内打志所蔵の刀剣、!1画珊、1を陳列する予定

農林学行啓

U覧品の城1_[1御旅館への陳列が終わった

武術符Ⅲ二覧

城山御旅館の位朧や問取り建築工賢などを記す(写真)

松π笹Ⅲ笊館玄関には紫縮緬の俳、大門には入捉灯を品るした

御旅鮪の玉座は南隅に、その次が食蛍、仟謁の部屋となる。西隅は1甕室、その北隣は1剛子゛郭屋となる

城山御旅鮪の位朧や闇取り建築工艘などを記す

街1が1眼官内外への御川"@飾り付けが終rし、東宮1禹へ引き渡した

皇太子は安来御旅館を午前部S如分に発心し、予定通りH時35分に松江「捌笊館へ到着した

鬼太 fは津田村尋常高等小学校で休憩した後、午前11時30分に御座所へ到着した

松永知*や松平心亮代理の松平直平ら力村戒山御旅鉱での食喫会に呼ばれた

皇太fは午前9時に城山御旅館を出、県庁などへ向かった

城山御旅館の位縱や剛取り建築上豊などを記す

古川八東郡長や福岡市長らが城山後旅館での立食会に呼ばれた

皇太子は午前91埒に城山御旅館を出、農林学校などへ向かった

城111御座所前庭で旧松江藩士が武術を演じた。堅太子は二階の御座所前の緑で観覧した



182

183

山

184

山

185

11 1

186

明治42匂巧打2311

山

187

明治42年5打24Π

山

188

明治42年7j15臼

山

189

明治42郁7j16Π

山

190

明治42qマj18H

1 [ 1

191

明汗M2郁7刀8Π

山

192

明治42年8j」91_1

1_1 1

193

松江市東筥行畔祀念会

明治42仟8門28Π

山

194

1>1午糸己念jl;

明治42郁9jjl01_1

山

195

りι社松杠御社大祭

明治42年10"3Π

山

196

宝物家イ孫会画

明治42午10"8H

山

197

興雲閣の額而

明治43イにlj] 23H

山

198

松π将校姉人会

明治43年3j18Π

山

199

乃木大将J成山登醜

明治43年3月17H

山

200

竹内少将の消忘、

明治4部113打26Π

山

201

松紅介護上断'時総会

明治43年3j」 271_1

山

202

松礼教介会諄議n会

明治43イi:4打 161_1

山

203

松打1介護・k総公

明治43仟5月3日

山

204

御職工井N支部会例会

明治43午5月22Π

山

205

松江市参小会

明治43匂、15打 22H

山

行冉二1,付年i祉念式がr"品陳列所前で開かれ、ー'階で宴会が開かれた

海縦兵検介

明治43年6j15日

206

松

行杵二1'^Iq市d念式が県庁で開かれ、に弘沽部東列所一」粘で宴会が開かれた

松礼市参*会

明治43郁6"20H

207

松北神社大例祭の余興として、上去",陳列所で松汀神社の宝物や松平家所蔵品、・上染会の絵1向が陳列された

H_1野氏開業の1剥遊会

明治43イ117j、」 23 H

M>

208

工芸品陳列所で松江神社の宝物などが陳列された。この時,イ、(での名称は]1去品陳列所

興雲閣観覧敵意

,1,、ι

209

明治43年7月23Π

11苫品陳列所は、松平直亮により興雲閣と命名され、同氏の拘セ巡を1彬刻した凱力面を掲げる

開府三、肖年祭

山

210

興尖閣で松打:将校蛉人会が開催される。興雲閣の名称が新開剤U二で初めて使用される

明治43年7jJ24Π

神職会松打1支会

松

21 1

講光寺の法要のため来松小の乃木希典陸雛大将火"が興雲鬨で休憩した

舩托市の1"専彪念会

明治43年7j・1ネHI

山

212

来松中の竹内海箪少将の招1寺会が興雲閣で開かれた

、了,〔b氏辿悼,1}山仂▼葹会

明治43イ117月25 Π

松

213

松礼弁護1:組介臨時総会が興雲閣で開かれた

興雲鬨の建増

明治43年7月25Π

山

214

松訓市教介会諄議j■会が開かれた

興雲閣御式

明治43年7門26狩

山

215

松π介護上紕合総会が興雲閣で開かれた

明治43勺17月261_1

山

216

興雲鬨の'没備

島根県神職会松紅市会の例会が興雲閣で開かれた

明治43年9村5日

1_[1

217

興雲閣修繕の件などが議決された

韓太子行畔(松紅御")

明治43臼三9打 180

山

218

松江市及び八東郡など四郡のMf心志馴Uでの検介が興雲閣で行われた

松托に於ける悼太・f

明治43イ1江oj16H

山

219

興去閣貸付の件などが爪,点された

韓太f殿下

明治43匂110打220

1 1_1

220

田野熊ーヅバ病1浣を開業し、その剛遊会力張心雲閣',階の広Ⅲ1で開かれた

韓太 f行,'奪(御陪食被仰)

明治43年10月26日

1_[1

221

興雲閣への観覧示望者が多いため、松杠市は・'般説覧を許Ⅱ1し、料金は一人二江戈とした

4迎日録(松礼御着、御滞松の模1凋

明汁M3郁Ⅱ打5日

山

松紅開府三.百年祭に際し、興雲閣では松平家所蔵品と士筆会の絵画を陳列し、無料'観覧を詐可した

韓太子行杵(韓太戸局松、,U念""杉)

明治43年Ⅱ河Hn

山

IHj↓県紳職会松il:市会の例会が興雲閣で開かれ、晩餐会も開かれた

明治43年12jJ12日

1リ年会"1隊旅行

松北市行冉紀念会が興雲閣で湖かれ、各広刑で宴会を催す予定

後藤逓相来松

明治44年1乃7Π

昨Hの招魂祭(興雲閣上の宴会)

明治44圷2月B口

ι島佐次イi衛門辿悼のi!}1ⅧjlW覧会が興雲1捌で朋かれ、

興雲閣は韓岡墜.太fの宿油所となるため、興雲閣の北側に棚易の建て捫しをする予定

瞥察恊会工b根支部総会

韓岡堅太fが山陰を村啓し、興雲閣の御座所へ入る。供木貝は各室に人る

松平家の祝消

興雲閣入1__】に李花紋の提灯、玄関に紫の人深を張る。

4nの剖Ⅱ令はー・階、t1培にある

天長節祝賀会

産業雜合工肝長支会と組合成紬腰覧会

221_1、韓1司_県太 fは札§11駅に至1リ9し、馬車にて興雲閣へ入った

j円員勤統表彰

22Π、輯1司堅太Υ1よ松江駅に到着し、丸山知゛の光導で興雲閣へ人った。ボ迎は.1島取と変わらない

興雲閣の新年会

24Hに出雲大社へ参拝し、 25Πに松1じ市着後、興雲閣に入る予定

洋向展覧分

23臼、興雲閣二階広問で食沸会が開かれた

25H、興雲閣へ人る。興雲閣には、学校生徒の成鞁吊,や小花、盆栽が1凍列された

25Π、杵築より嚇り、興雲閣の玄関で,思念撮影をした

簸川郡上津村の団隊旅行で、興害閣や天守を参観する予定

山陰道巡視のため来松中の後藤逓イ'i大臣の歓迎会が興雲閣で朋かれた

松紅市招魂祭が城山で開かれ、興雲閣では宴会が開かれた

警察恊会島桜支部総公か興雲閣で朋かれた

松平元fの艇生祝いが興雲閣で開かれた

犬長節の祝賀会が興雲閣で剛かれ、二階の宴会場で祝杯が揚げられた

産業組合小央会島根支会の総会と産業協議会が興雲閣で朋かれ、成績燃覧会を開催する予定

松礼商工業者j占n勤続功労太彰式が興雲閣で聞かれ、玄関前で"念綴影をした

1'b氏の造品や松平家の所蔵品,力邦東列される

県J繊・・1の新年会が興雲閣で朋かれた

第二回洋画燃覧会が興雲閣で開かれた

二階南東隅の部屋を届州Ⅱこ、西南隅の部雄を寝室とする。供



259

260

山

261

松

262

山

263

明治45年5門20Π

松

264

明治45年5月20H

松

265

明治45年5打21n

山

266

明治45仟5j121H

山

267

明治45作5打22日

松

268

明治45年5打27日

山

269

明治45年6門4日

H}

270

J七進会月

明治45年6刀4Π

朴

271

朋会式順庁

明治45年6門6H

山

272

物産共進会開会式

明治45何沿月6日

山

273

"念共進会

明治45午6村9日

1 1 1

274

松江共進会朋会式

明治45年6j1ⅡΠ

松

275

物産共進会開会式

明治45匂16打 16日

山

276

大隈伯歓迎会

明治45町:7j」16 目

山

大隈伯招待会

人 1112年1上11日

27フ

山

共進会褒賞授・り式

大正2qι8刀 17日

278

共進会受賞式

大正2年9門2日

山

279

共進会剛会式

山

280

入 1112作9月3H

逓相招待会

山

281

5打20Uから6Ⅱ81_1に城Ⅱ1公1判で物産共進会が聞催され、興雲閣は古'1H血などを展示する。また側会式、閉会式の

会場となる

遊園の命名

大正2年9打3日

山

282

八東銀行剛業式

人正2年9月6日

山

20Π午前Ⅱ時に興雲閣にて開会式を行う

283

大止2午9j17日

山

(大正犬喫・貞明'1jiテ写真・興雲閣リ真)

松礼市主催鉄道述絡記念物産共進会の開会式が興雲閣前で開かれた

山陰琵琶大会

入」モ2年9打 19Π

紀念物産共進会の開会式が興雲閣で開かれた

山

284

奥田文相招待会

大Π12年9j・119日

^.j!ι

人1モ2年9門 2411

文杣議長一行歓迎会

リjj、ι

山

285

大正2年10門2U

来松中の大隈重偕火女の歓迎会を興雲閣で開いた

沽和会の此琶会

来松中の大隈靈儒夫・変の歓迎会を興餐閣_上で開いた

山

286

柏亭氏洋画陳列

人正2年10門5H

鉄道連絡記念物産共進会出品物の密杏が終わり、興雲閣二階で褒賞授与式が開かれた

柏亭氏作品展覧会

興雲閣で褒章授与式が行われた。式斗Hよ興雲閣、二階の人広朋で約500名が参列した

山

287

城Ⅱ1招魂祭典

大正2イ1モ10上} 5 Π

鉄道速絡記念物産共進会の閉会式が興雲閣二階の広闇で行われた

松π参Ⅲ会

物産共進会視察のため来松した林逓信人臣の招待会が興雲閣で開かれた

山

288

松杠招魂祭恊議

城山一帯の遊剛地を松平L1气亮が千,鳥遊園と命名し、興雲閣で開かれた1貞政公挺辰祝賀会で披鰯した

人正2午10打6Π

松江招魂祭の大以気

而門き余興のかずかず

八東銀行の開業式が興雲閣、、二階で開かれた

山

289

大正2年10j131H

大正2午11J"よ、大正犬'1、作位における最初の新年である。興雲閣とお乎柚えの松を写す。大正元年ころか

今、U快行の松i_1.牝リ兜祭

優待休憩所

290

山

(マイクロフィルム・9門 18nの剖野)に8/17の紙而が人っている)

人正2年10"31日

本Π午後4時30分より城山興旦引捌に於しゞC官民合同歓迎会

今11快行の松江招魂祭
神前の木納

山

興雲閣における歓迎会の様子。玄関には岡旗が交叉しj司開の窓には無数の囲旗を掲けンι御序所の小の問を開いて南
の窓を明け巾へ盆栽を装朧し階上の、室を・行の控室に階下を参列者'同の控室へあてたり

人正2午H村2U

下鳥城頭の招魂祭
何れも玉*

3"午後部寺より興女閣で歓迎会の席をそのままに開催

大lf3年3打23日

常市滞・在小の右井柏亭氏の祥1阿・日本画をX葉会の主併で木日1鞭列

興雲閣の展覧会

6日は誤り、フ・8・9日3H1剖開催

10打5H午市ル0時より城111で、祭典終了後・同を興雲閣に招いて酒希を供する由

鶴賀と御跡

捕栄え行く御手柚の松

畍辻8日(t地使川貸偕に関する件)

23日恊議会を開く。来賓は興雲閣で酒肴を供す

興雲閣の展覧会

招魂祭の紹介、参加者のこと、開催される余興について

水産会社開業式

来寳の休憩所屶・fは興雲閣

樂式後、来賓は興雲閣で饗応、その後午後・1}子より神前において皐納

招魂祭当Πの様子興雲閣にで午餐

(大正犬喫天長断D 本1_はり2日まで3[]闇開催。仏跡発掘隈品陳列会(階下に陳詞D、古湃画展覧会、半U卯可展覧会

(桜_上に陳列)

天長節に合わせ明治卯作の行畔の記録を記事としたもの。興尖閣の脱明「松江御旅鯨一城山なる興雲鬨こそ誠に脚1寺の

御旅館にして今は御序所と御寝室とは平常閉鎖し常時御川の卓机等は丁屯に保管し其他の広闇は各稙の集会場に充てらる

興雲閣の契約について9村市会録にあり

名士遺1製展覧会 hV葹会の内容がやや詳しく、 311νド祝会の嚇りがけに見学する者が多かりき、以上二展覧会は本
日まで開催、幸い木日は日畊Hなので人出は多くなるだろう

来る27日、興雲1捌において入耳染聨斗

山陰松江水産株式会社の聞業式を3月21仔午後4時より興雲閣階ヒで朋催。来賓240余名

1
 
司
一
 
1
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8.興雲閣年表

西暦(年号)

1871 (M4)

1879 (M12)

1879 (M12)

1885 (M18)

1887 (M2の

1890 (M23)

興雲閣の出来事

1891 (M24)

1892 (M25)

1894 (M27)

1899 (M32)

苧町に田野家住宅が竣工

1村27H、、二代目県庁舎(のちの物産陳列所)が竣工

3月、滅劃1に白潟小学校が竣工(工事請負・渡部長太郎ら)
5月、末次本町に松江電信分局が竣工

殿町に島根師範学校(後の商業学校舎)が竣工

札§上市、及び日本の出来事

・Ⅱ月1日、殿町2番地に松江警察署が竣工

・7月、隠岐郡西郷町に周吉外三棚訴斐所(現・1態岐郷士館)が竣工
(エ*監督・松村IJ1治、工享曙青負・白潟真一')

8月、殿町に旧制松江中学(ヘルン校舎)が竣工

殿町に松江法律学校が竣工

9月15Π、山潟本町に杉§上郵使局が竣工

・10月21日、殿町に島根県議会議事堂が竣工

・3月17U、大浦島根県知事と調所鳥取県知事の連名で、翌年の巡
幸の詰願をする→4月27日に許可が下りるも、すぐ撤回する
・5月9H、山陰両県知事の速名で翌年の巡幸の請願をする

・6月上旬、松江での行在所の位置について議論される

・6月、今市町の遠藤嘉右衛門で御座所の建築が始まる(33年12村
に完成)
・7月25Π、日清戦争始まる(豊島村噺脚戈)
・12月16日、札§工城天守の修繕竣工式を開く

・6月、西郷従道内務大臣が山陰両県を巡視
・8月下旬、杉§王での行在所の位置について議論される

・9月17H、島根県士木技師として、久杉け発吉が着任(東京帝国大

学工科大学士木工学科卒業)

・10月、河野島根県知事と久保田鳥取県知事の連名で、翌年の巡
幸の請願をする



・6"1H、鳥取県職員が鳥取・米子の御旅館設備の参老とするため、
城山工芸品陳列所を視察する
・6打9H、西伯郡役所職員が上芸品陳列所を視察する
・6月10日、桂潜人郎東宮主事が工芸品陳列所を視察する。建物は完
全にして欠点はないとの弁
・7月31ヨ、美保湾に第一■劉獣が入港。軍艦春日の艦長東伏見宮が来
第一艦隊の歓迎会を天守前にて行う。その際の御休憩所としム。

て、工芸品陳列所の玄関楼上を使用する。館前に月桂樹をお手杣
1て_

・7月271ヨ、松紅市会にて、第六回追加予算として、工芸品陳列所内
外の設備完成贄 a,885円25銭)、城山道路改修"(3,426円10銭1
鼎)他を決議する
・8月 U・1、京大の出辺朔朗博士・が午前中に床儿山・上芸県,陳列所・
天守等を巡覧する
・8月中、行啓のための宿舎とするため、模様替え工事が行われる
・10河8H、有地海軍中将が工芸品陳列所・物品陳列所・天守を巡覧

1906 (M39)

1907 (M4の

1月6H、工芸品陳列所の改修上事が竣成
1月7H、城山道路(坂道)が完成
5月22日~25H、皇太子秀舒二親工が御宿泊
5月301ヨまでに設備撤去

6月7・81ヨ、直政公贈位準告祭の際、妨力_1」ノι御旅館で美術品を陳
列

9月23日、松江兵営祝賀会を城山で開く。工芸品陳列所を来寳の
休憩所に充てる

9月27日、閑院宮妃が元束宮殿下の居問で休憩

1908 (M4D

4村211ヨ~5月5H、,島根,鳥取両県連合清酒品評会が城山工芸況,陳
列所2階広朋にて挙行する

・5月22日、東筥唖女下行啓一周年記念会。、工芸品,陳列所・ー'階の食卓
で食事会

・5河、士筆会の絵画展を開く

・6月28H、鮮"訓柿1寸1長の^・戸中将'が城1上を巡視。工芸品陳列所で
昼食を取る

7月4日~9日、札§工川ヰ士大例祭の余興として、工芸品.陳列所で松
平家の所蔵占!,を陳列する。入場者は3,000人余り
・フ"4日、文部省実業学務課の久保側仂ゞ上記の展示を観覧する
・7月10H、 1__1本赤十字社副社長の,1寸尺正U准が工芸品陳列所の展水

を観覧する(展水期間は終わっていたが、特刑に)

7月17日、大家村の御座所(小学キ効の改築工喫が始まる
8打8日、翌年5月の行啓が内定
8月28日、城山道路の起11式を行う(工事詰負・和泉豐吉)
10打、大社の御座所工事が始まる(工水Wt督・馬場佐々右律卵の
12刀20日、米子の鳳美Ⅲ捌が竣工する(エ*監唯卜富次精斉、エ
亊清吉負・由J中重太郎)

3月、/辻衣町に松江税務誓を督署が竣工信肖負・和泉組.、 11ヨ鴫金腎・
久、ド亮太郎、設計・司法省営繕課長山下啓次則牙支陶D
5月1日、松江市内に電話が開通する

5月11H、鳥取県東町に池則侯歯万1"耶σ見・仁匝U却が竣]_1する
(設計・片山東熊、に*監督・橋本平蔵)
5月10日~6月6日、嘉仁親王1_[1陰道行啓

5"末、小笠原県技師が内務省へ転勤
6月4日、栗原雌喜元長野県技師(京都帝国大学理工利・士木工学
和同めが島根県上木技師として着仟
7月4日付、島キ脚喪工剣町丁の設計者は、藤本松太郎
9打30H、殿町に島根農工銀行力竝麦工(設計寸燦本松太郎、工事

監督・藤本松太郎と村上喜久蔵、諸負・和泉ホ山

11月8Π、米子・松tU剖の鉄道が開通

Ⅱ月16H、歩兵第63速隊将兵が、古1占j東の新兵舎に人る



1910 (M43)

・10月21Π、警察協会島根支割蜂怠会の会場となる
・10月25日、松平家元子嬢の誕生祝賀会を行う
・11月3日、天長節祝賀会を行う

・Ⅱ月11日、産業組合島根支部総会、産業組合協議会を行う
・ H月Ⅱ日~13日、産業組合成績展覧会を開催
・12月1日、松江商工業者店員勤続功労表彰式を開催

1911 (M44)

・1月5日、県職員の新年宴会を行う
・ 2月H EI・12日、洋画展覧会を行う

・3月15日、軍人会松江支部会発会式を行う
・4月14日、杉ゞ上市参事会の会場となる
・4月22~26日、書画骨董品陳列会を行う
・5月16日~29日、島根県子供博覧会の主会場となる
・9月16日、興雲閣にて高橋市長が市職員を招待して供応する
・10月19日、興雲閣にて物産共進会の係員恊議会を行う
・Ⅱ月3日、天長節祝賀会を行う。二階の宴会場で立食会
・1司日、なぎさ会主催の洋画展覧会を行う
・Ⅱ月30日、松陽新報社創業十周年記念抽選会を興雲閣で行う

1912

(M45、

T元)

・2月~3月末、増築工事が行われる
・4上127日、岡崎運兵衛氏の慰労会を興雲閣の大広問にて開く
・5月20日~6月8日、物産共進会の美林徐官となる。また、開会式
閉会式の会場となる

・6月2日、大隈重信夫妻の歓迎会を行う
6月5日、物産共進会の褒賞授与式興雲閣二階の大広間で行う
・6月9日、林逓信大臣の招待会を行う
・6月15Π、値政公誕辰祝賀会を開く
・7月14日、八束銀行開業式を興雲閣で開式

1913 (T2)

・春、平塚運一一門脇忠之助と水彩画二人展を行う
・8月27日、山陰琵琶会の演奏会を開く
・9月2日、奥田義人文部大臣の歓迎会を二階で行う
・9月2・3日、清和会の琵琶会を開く
・9月7~91ヨ、石井拍亭の作品展を行う
・10月5日、松江招魂祭を城Ⅱ」で開き、興雲閣を来賓控室に充てる
・10月31日~H月2日、・一階で仏跡発掘霊品陳列会、二階で古書
画展覧会と半切画展覧会を行う

1914 (T3)

・3月15日、 16代松江大橋が開通

・7月13日、高橋義比が第2代松江市長となる

・10月1日、二の丸に武徳殿が竣工する(設訓'
平山益夫)

3月21日、山陰松江水産株式会社の開業式を二階で行う
・4月4日、赤十字島根支部総会出席のため来松した閑院宮を歓迎
する晩餐会を二階大広間で開く

西村鞍抽他、

・3月1日、京都一出雲今市問の鉄道が開通する
・5月20日、城山で山陰鉄道連絡記念物産共進会が開催
・7月3日、南殿町に八束銀行が落成
・7月30日、明治天皇崩御。大正と改元

・末次町に浅野小児科医院が落成

栗原県技師、詰負

・7月、殿町に日本赤十字社島根支剖功ゞ竣工(設計
工事監督・講武大次R桝四

・7月6H、松江新大橋(初代)が開通



1919 (T8)

・2月15日、松江市在郷軍人会の拐爺強会会場となる
2月20H、東京の書籍商者ら山陰を観光。興雲閣で市内書籍商者
らが歓迎会を開く
・Ⅱ月、平塚運一第二回個展を開く

・平塚運一ー・岩佐新の二人展を開く
・木村義男第二回個展を開く

・8月20日、石倉俊寛が第4代杉§工市長となる
・9月20日、松江運動場を開設する

1920 (T9)

1921 (T1の

・5月23H、山陰地力婦人連合大会の代表者会が行われる
・10河10・11H、世界児童冉山画展覧会の会場となる
・10月31日、松江銀行本店の竣工祝賀会を開く
・木村'鍍男・岩佐新・平塚運一の三人展を開く

1922 (TID

1923 (T12)

1924 (T13)

4月13・14日、全国商業会議所事務協議会を開催する

1925 (T14)

5月7日、上水道完成祝賀会の会場となる

1926

(T15、

S元)

3月6日、秩父宮雍仁親王が来館。館前にイチョウを御手植え

4河15~17日、中四国商工会議所速合総会の会場となる

5月11ヨ、第1回店員慰安会の会場となる

1927 (S2)

・4月8~10日、木村義男作品,展覧会の会場となる
・4月15~19日、全国士産品展覧会の会場となる
・4月2324日、松陽新帳社素人書画展覧会の会場となる
5月14・15日、不昧公遺墨展覧会の会場となる
・5月20~24日、杉Y上洋画研究所主催で洋画展覧会を開く
・7月8日、島根県工業試験場醸造試験室の新築落成式を開く

1928 (S 3 )

1鳴池

1929 (S4)

H月3Π、白潟本町に松江釘訴丁本店力竝塞工する
H月27日、旧制松江i高等学校が創立する
鴻池組削公11支店が出店

・4月、御大典模型人形展覧会の会場となる

・9月1日、関東大震災おこる

殿町に島根貯蓄銀行(L川会貯蓄銀行北支店)が竣工
Ⅱ月29日、奥谷町に旧制松江高等学校外国人宿舎が竣工

・8月20日、高橋節雄が第3代杉ゞ上市長となる

1月30日、老、槻禮次則効ゞ内閣を組閣する(第一次)
西茶町に三原歯科医院が竣工(設計・木村工務店(苧町))
殿町に八束銀行(現・山陰合同銀行北支店)が竣工紡衝丁
k山

本庄町に津森医院が竣工

・10児7H、松平迫政銅像を松江切戈本丸内に建て、除幕式を行う
・12月22日、松平直亮が松江城址を公園として杉§上市に寄付する
・12月29日、白潟大火おこる

1月9日、旧三の丸敷地を松平直亮より,島根県へ寄付される
4月5日、ーよ田屯鉄が開通し、北松江駅が竣工する
大神町に藤忠ビルが竣工(設計・秋鹿隆一、が也行・鴻池赫D
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1937 (S12)

・5月2日、犬理教の講演会が行われる
・6月13H~17日、県の統計大会に際し、統計展覧会の会場となる
・8月19~28H、海軍機鬨学校生徒採用試験場に使用
・9打16・20H、陸軍将校生徒採用市W険場に使則
・9月28H~10月61ヨ、兵学校経理学オ交の試験会場に使用
・10月27~30H、児童図画展覧会の会場となる
・12月26・2713、甲種飛行予チ斗練習生の身体検査場に使用

1938 (S13)

・4月5日~5月29日に神国傅覧会の主会場に予定されるが、 7月に
開催,・1・U1二が決定
・1月22~27日、陸軍将校生徒採用検査場に使用
・3月9~13H、海軍冠U傾兵検査場に使用
・4阿8~Ⅱ日、松陽新報社索人書画展覧会の会場となる
・4河12~18日、支那事変博覧会の主会場となる
7月中ごろ、束伏見宮御手植えの月佳樹力斗古れ始める
・7月30H~8月8日、海軍生徒採用試験場に使用
・9月5~13日、陸軍将校生徒採用検査場に使用
・10月27~30日、児童図画展覧会の会場となる
・12月4・5日、松江招魂ネ汁東上祭の直会場として楼上を使用

1939 (S14)

1940 (S15)

4月13~16日、松陽新報社素人書画展覧会の会場となる

1941 (S16)

・4月13~16H、松陽駒倖畔士素人轡画展覧会の会場となる
・5月1日より札§f地力'"雅亘人事部庁舎となる印召和19年9月22日
まで)

1944 (S19)

・9月22日、松江地方海軍人事部庁舎が移転する
10月25日、興雲閣内の鉄銅製品(大砲弾・茶釜・洗面器など)
を供出する

H月8Πより昭和22年H月7Hまでの契約で、大日本防空恊会島
根県支部の庁舎となる

1945 (S2の

別ヨ15H、連合国に無条件降伏する

8月24日、島杠UWテ舎が焼き討ちされる

1947 (S22)

7月28H、岳井艮県商工経済会・商工組合中央会島根支部・ H本税
務恊会税務相談所が、興雲閣の二階へ移転する
9fⅡ6H、大日本防空協会が解散し、翌Hより県庁仮分室となる
(~2π同

3fⅡ0日、殿町に日本銀行松江支店(現
(設引'・長野宇平治、が也行'・清水建i劣

4fH日より県へ貸し出し

カラコロエ房)力竝麦工

・12月8H、太平洋戦争おこる
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興雲閣貴顕室壁紙について

高知県立紙産業技術センターにおいて、 6点の紙と1点の糸について繊維の分析を依頼した。

表の紙から下張りの紙まで5点(P90の写真参照)、設計図1点(P59の工芸品陳列場正面図)

の紙について、分析の結果については、報告にあるが、紙からの情報をもう少し書き加える。

貴顕室の壁紙は、裏打ち・下張りの紙も含めてどのような紙であるか、またこの地方の紙かど

うか、というところが今回の分析の結果で推定できることである。推定としたのは、比較できる

ものが現在ないためである。(紙の判断は、その紙に記された記述より判断することが多い。)

まず表紙は、見た目が雁皮紙の雲母がけか?とも見えたのだが、分析の結果木材パルプの紙で

あった。また裏打ち紙2点は、楮を主としパルプを混ぜて漉いた紙だった。当時木材パルプの工

場も出来、和紙材料にパルプを混ぜ量産を図っていたようだ。

表紙の木材パルプの繊維で出来た壁紙だが、局紙のような艷があり美しく輝いていた。その艷

は、おそらく光沢機で出したものと思われる。

そして和紙の原料ではなかったが、現在の製紙工場のような機械抄紙ではなく、襖の大きさに

漉いた紙であると思われる(福井県の越前では昔より大きな襖紙を2人で漉く技術があった)。

三極の繊維が付着していることからも、その漉き場ではさまざまな紙を漉いていることが窺える。

張り方もその手法が昔の襖や壁紙の張り方で丁寧に裏打ちしてあった。この裏打ちの和紙は良い

紙だった。ただ紙の産地は比較資料がないため、残念ながら今は分からない。紙は当時は紙問屋

から購入するので、さまざまな産地があってもおかしくはない。

下張りの紙は、新聞・雑誌などから再生した紙で、大変もろくはあったが、裏打ちに張ってあ

る紙が楮紙であったため、しっかりと役目を果たしていた。下張りの裏打ち紙は、文字が残って

おり、文面や用途からも出雲の地域で漉かれた紙に違いないと思われる。分析したのは2点だっ

たが、全体を調査すると、多種の紙が使われているものと予測される。

これらは記述内容もだが、地域の紙の情報としては貴重なものになるであろう。2点の紙は、

米粉を混ぜてある。柔らかさを出し、また墨付きを良くするために、よく白士を混ぜたりするの

だが、普段使いのためか、あるいは重量を重くする目的なのか(紙の重さで価格が決まった)、

米糠や米粉など混ぜたのであろう。

今回「手漉き和紙」あるいは「洋紙」という表現をしなかったのは、洋紙の一般的印象が工場

の機械製紙を思わせるからである。壁紙の木材パルプは質もよく局紙のようであり、1枚の寸法

が襖サイズであること、そして100年の年月を感じさせないほど保存状態も良いこと、そして下

張りの新聞雑誌等の再生紙も手漉きで漉いたと思われるからである。

今回の結果で機械と手漉きのはざまを見たような気持ちであった。

明治と言えば、廃藩で産業も変革の多い時代。出雲の手漉き和紙も然り、松江藩の笹畔氏屋であっ

た野白と広瀬では統制が解かれ、特に野白では多くの紙屋が独立して200人もの就労者があった

ほどである。しかし明治25・6年(1892・1893)を全盛期に衰退したのは、機械と競争し、量

産のため粗悪品を排出するようになり、信用も無くして自滅の道をたどっている。

しかし島根県も手漉きの紙に関し尽力し、明治44年に(191D 工業試験室(後に工業試験場)

安部己図枝
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財団法人安部榮四郎記念館様

戸

成績報告書
受付の年月日及び番号平成22年2月]5日

供試品の名称、種類等島根県指定有形文化財興雲閣貴顕室

繊維組成依頼を受けた事項

上記の事項に対して行うた試験の成績は、炊のとおりです。

1

2

高知県立紙産業技術センター所長

3

島根県指定有形文化財

興雲閣貴顕室①表紙

②表紙の裏打ち

③表祇の2杜目の裏打ち

①下貼り

⑤下貼り

廼)ヘランダくぎの井

興雲閣設計圃⑦

以、};'>"

平成22年

池

2月19日

0繊維組成試験 U IS

この度の結果につきまして少し解説を加えます。「貴顕室表紙」につきましては、木材パルプ

です。針葉樹漂白化学パルプ(NBCP)と広葉樹漂白化学パルプ(LBCP)の混合で、痕跡程度

ミツマタ繊維が確認されました。建物は時代的に明治後半ですが、木材パルプが日本で一般的に

なった時期もこの頃です。よって年代的には合致します。

「貴顕室表紙の裏打ち」はコウゾ繊維と木材パルプの混合です。木材パルプは針葉樹漂白化学

パルプと同じく針葉樹半晒し化学パルプ、加えて広葉樹漂白化学パルプの混合です。「貴顕室表

紙の2枚目の裏打ち」もこれと同じ組成です。

「貴顕室④下貼り」につきましては、字の書かれてある薄黄色の和紙と濃い灰色の紙の2層で

構成されています。成績報告書には薄黄色の和紙の組成を記載しました。薄黄色の和紙はコウゾ

繊維に米粉が配合されています。また、濃い灰色の紙は機械パルプ(MP)で構成されています。

また、「貴顕室⑤下貼り」につきましても米粉の配合を確認しています。

「貴顕室べランダくぎの糸」につきましては、綿や麻系の繊維には見えず、コウゾ繊維若しく

はクワ繊維と思われます。麻よりも繊維が細く先端が丸みを帯びています。

「貴顕室設計図⑦」につきましては、綿繊維です。設計図等の図写用紙に多く見られます。

記

高紙第656号

計7稙

計]項貸

木材パノしブ

二うぞ難熊能と木材パルプの澀合

二うぞ緻維と木材パルブの混合

P 8120による)

こうぞ識維

二うぞ識粧
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彼らが購入したものには、他に「鴨川石」・「加茂川石」・中朗旨」といったものがある。これらは

「唐士」と同様、これらも布志名焼の材料だったのではなかろうか。

ところで、若山陶器会社については明治17年 a884)に解散した御。同社との取引に関する

ものが含まれているので、これらの一連の下張り文書(1脹簿)の作成年代は明治10~17年頃と

推定される。布志名焼にとって明治期は、海外への輸出を図るなど地域産業として大きく飛躍し

た時期である。こうした背景には、下張りにあるような「玉」・「亀」などの様々な釉薬を使いこ

なす職人たちの技があったのであろう。

②借家経営に関する文書

下張りは先に述べた布志名焼生産にまつわるものと思われるものが多かったが、そうでないも

のも含まれていた。そのーつが「家賃控」である。該当する部分は《史料》として下に掲げてお

いた。この「家賃控」は、後半部分が欠落しており極めて断片的ではあるが、借家経営に関する

帳簿の一部であろう。家屋の場所や年代は不明であるが、 1月から4月にかけての「宗助」の家

賃(「表」と「後二階D の明細が記されている q也に「林五郎」の家賃控もあった。)。

「家賃控」は点数が少なかったのであるが、興味深いのは家賃を<貫・文>と<円・銭・厘>

の両方の単位で表記している点である。貨幣の単位に<円・銭・厘>が採用されるのは明治4年

ま?やに

5月の新貨条例において

である。しかし、それに

より旧貨は一気に駆逐さ

れていった訳ではなく、

維新当時に流通していた

4種類の銅銭は少額取引

に便利なためその後も引

き続き流通した四。「家

賃控」はこうした幣制の過渡期において作成された文書であろう。また、《史料》からは、「宗

助」の家賃が4月より2倍になっていることもわかる。「宗助」は生活費の工面に苦労したであろ

う。《史料》末尾の「不足」という文言が気にかかる。破損等の具合により全容は把握できない

が、下張り文書はこうした一般庶民の生活の一端をも現代の我々に伝えてくれる。

以上のように、断片的ではあるものの、貴顕室の壁の下張りには地域史の解明にとって貴重な

情報が含まれていたことがわかった。布志名焼の材料を取引した帳簿の作成者は明らかにできな

かったが、布志名焼の職人個人を顧客としており松江近隣の業者であった可能性も高い。今後貴

顕室の他の部分の壁を調査するとそうした点も明らかになるかもしれない。

また、下張りに書かれている内容もさることながら、外観が洋風である興雲閣の建設に際し、

日本家屋と同様に建築資材として下張り(古文書)が使用されていたこと自体の意義も大きいで

あろう。それは、壁紙の下張りという見えない部分にも日本の習慣や技法が生かされていたから

である。その際、もちろん地元の職人たちが携わったとものと思われる。和紙は襖の下張りとし

ては防音性にも優れているというが御、外観が洋風の壁にこうした和紙による数層の下張りをほ

ji'く

助
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資料

1.興雲閣(建造物として)の概要

①建造物としての興雲閣の特徴

興雲閣は明治36年(1903)に松江市工芸品陳列所として造立された洋風建築である。当初は

桁行29.25m、梁間14.54mの主屋に桁行6.68m、梁間8.59mの玄関ポーチを張り出した列柱廊

の二層べランダを持つ建物であったが、明治45年(1912)に改造が行われ、主屋のなかにあっ

た階段室は背後に突き出して十字型の平面となった。

ベランダの列柱はタスカンオーダー形式であり、一階柱は地元産の大根島石(多孔質玄武岩)を

加工したべデスタルの上に建ち、柱頭に装飾化した持ち送りを付け、幕板には亀甲切模様が彫っ

てある。軒には天井が張られ、柱上部の幕板は剖抜き紋で飾って幹天井を支えているなど、装飾

には和風意匠が取り入れられている。

また、軸組部材の継手仕口の加工は柄や栓打ちなど、ほぼ伝統工法によっているが、明治に導

入されたボルト締めや方杖金物等の取付け等によってさらに仕口の構造補強が講じられている。

なお、小屋組のキングポストトラスの屋根に屋垂みがみられるのは、周辺の城郭や神社建築と

の兼合いを老慮した工匠の計らいであろうか。その類例として、明治42年(1909)建立の明治

の建築界大御所である辰野金吾博士の設計になる奈良ホテルにも同様に、主棟と下屋部の合掌勾

配を異にした屋垂みのあるキングポストトラスの小屋組が用いられているが、その以前にこうし

た技術を取入れている先駆的な架構は特筆されるものであろう。一方、造作においてもべランダ

床の雨仕鯉について、床板傍の合決り面に雨水走りの樋溝を加工したり、また床板上端に取付く

壁際の寄せの下端に、水切りを図るための隙問を設ける手段であろうかコウゾ繊維中公1工市の調

査による)の繕り糸を差し込むなど、その手法に新しい試策もみられる建築である。

明治20年 a887)以降、国内では多くの洋風様式が相次いで建てられたが、その意匠が多彩

を極めた30年代において、洋風スタイルの中に和風の意匠を取り入れるなど、初期的な旧様式

で建てられたことは歴史的にみて意義のある建築である。

②建造物の変遷と修理の履歴

イ)建造物の変遷

・明治36年~昭和15年(19脇~1943年)一松江市工芸品陳列所

・明治40年(1907年)一皇太子嘉仁親王の行啓時の御旅館

・昭和15年~19年(1940~1944年)一海軍人事部分室

・昭和20年~27年(1945~19認年)一県庁仮分室

・昭和27年~37年(1952~1962年)一松江市教育委員会事務局庁舎

・昭和48年~現在 a973年~現在)一松江郷士館

ロ)修理の履歴 q修理等の時期と概要)

・明治40年2月皇太子嘉仁親王ご宿泊に際し内装の一部改修

・明治45年2~3月階段を撤去し新たに階段室を増築

(時期不明)那皆・南半部中廊下西側の旧三室の間仕切を撤去して一室に改め、部皆は貴

興雲閣の一部解体調査報告
松江市教育委員会文化財課
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2.一部解体調査

①一部解体の状況

下記の平面図に示した位置のべランダ床板及び周辺の下見板壁の一部を取解き、破損状況及び

構造の調査を実施した。調査で判明した事柄について以下に述べる。

⑤

ノ「

L/

ノ

④

t＼j-!

L

手

t＼

＼

、=ミー
'=ヨ

ノ

2 階平面図(解体箇所位置図)

L/、、

③

＼ご

①

t/＼U

イ)各部で判明した事柄

①床板に手摺りの痕跡があることから、当初のべランダ床板を取り込んで階段室に改造した

ことが明らかとなった。腰桁の腐朽が確認された。

②那皆間仕切り通りで通し柱の存在が確認された。平成4年に取替修理された腰桁が確認さ

れた。

③平成4年に取替修理された腰桁が確認された。部皆床腰桁に火打材が柄差しで取付いてい

る。

④通し柱の存在が確認された。側柱価井主)と腰桁の接合状況が確認された。貴顕室の壁の

仕様が確認された。

⑤べランダ隅部の構造が確認された。入側柱の隅柱が通柱であることが確認された。

j^
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▲写真4 解体状況(解体箇所①)階段室北側の壁面をみる
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▲写真12 解体状況(解体箇所⑤)ベランダ南西隅壁面
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▲べランダ雑巾摺下の繕り糸
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②構造調査

イ)側周り

ベランダ周りの円柱伊峅主)は、]階柱の柱頭部に腰桁を架け、その上に部皆柱を置いている。

柱建ての仕口は不明であるが、 1、 2階の柱は内外から短冊金物で繋いでボルト締めとし、 1階

円柱と腰桁の取合いには柱の両側に腰桁を受ける三角金物(鋳物)を取付け、ボルト締めとして

いる。邱皆円柱の柱頭は径7寸(212脚1)、 2階円柱の柱脚は径1尺(303mm)、腰桁が成13尺、巾7

寸(391mmX212mm)であるため、部皆の列柱を短冊金物の幅・厚さ分を腰桁と同じ面まで决の

取って、金物を取付けている。部皆円柱の足元は化粧材であるため埋木を施している。

ロ)入側周り

入側周りの隅柱は化粧柱で7.5寸(2271肌)の角柱(写真12参照)、その他は総て見え隠れの柱

で、凡そ3尺四09mm)間隔で5寸(152脚1)の管柱を建てるが、那皆及び部皆の旧間仕切の隅等の

要所には通し柱を建てている。

部皆の入側通りには、側周りと同様に成1,15尺、巾7寸(34mm8×212肌)の胴差が廻り、通し

柱に柄差し込栓打ちの仕口がみられるが、さらに短冊金物で繋ぎ、胴差下には三角金物を取付け

て補強している。
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ニ)ベランダの構造

ベランダ側井主通りと入倒井主通りの繋ぎには成6.5寸、巾6寸(197mmX182mm)の繋ぎ床梁と小

屋組で成73寸、巾5寸(221脚X151mm)の下屋部陸梁によって繋がれている。繋ぎ床梁は但井主

の位置に関係なく、等問隔に配されていると推察される。繋ぎ床梁に3.8寸 a15肌)角の根太

を蟻落しで納め、厚さ2寸(61mm)のべランダ床板を木口張りしている。巾8寸(242mm)内外

の床板には一枚ごと3ケ所に吸付桟を取付けている。またべランダ床板は 100分の1程度の水垂

勾配が付けられ、床板の合决り部分に雨水溝を加工するなど雨水処理の工夫が施されている。ま

た、雨水の浸入対策と老えられるコウゾ繊維の繕り糸(P85~87参"粉を雑巾摺の下に打ち付

けている。
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▲べランダ床組の構造

腰桁は取替修理が行われた箇所があることは先にも述べたが、現在も腐朽している箇所があり、

床組及び那皆コロネードの天井裏にも雨染みがみられる。興雲閣のべランダは雨曝しであるため、

常に雨漏れの危険に晒されているが、上記の工夫によって最小限に止める事が出来たのではない

かと考えられる。

ホ)小屋組

小屋組はキングポストトラスを採用している。入側柱間に成]尺、巾5.8寸(3031肌X176mm)

の陸梁を約7尺(2.1m)間隔に(妻梁も含めて13通り)架けて、 6寸 a82mm)角の真束を建て、

成1尺、巾6寸(303Π冊X182肌)の合掌を6寸勾配で組んでいる。各部材の接合音偸よ短冊金物、

箱金物、ボルト等で仕口を補強し、陸梁の振れ止めを兼ねて旧の間仕切の柱繋ぎが取付く(平成

5年の調査で柱繋ぎの下端に壁の痕跡が発見され、間仕切壁の存在が明らかとなった)。また、

主屋合掌の母屋の欠込みに差を付ける(中央部を最も深く欠き込んでいる)ことにより屋弛み

(反り屋キ即を造り出している。

下屋部の合掌では、上屋とは別に下屋部陸梁を架け、成5.8寸、巾5寸(176mmX152mm)の下

屋合掌を上屋よりの屋垂みを考慮して勾配を稍緩くして(屋垂み)組んでいる。
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▲陸梁と真束の箱金物

下屋合掌は母屋の合掌通りに関係なく入側柱位置に取付き、柱と下屋部陸梁は縦平柄差しで納

め、短冊金物を両側から取付けてボルトで締めている(PI04下屋合掌写真は短冊金物が外されている)。
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▲敷桁と軒桁
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ヘ)貴顕室張付壁

貴顕室の張付壁は、木摺り下地に骨縛り、蓑掛け、蓑縛り、浮張りの下張りを施している。木

摺り下地は額縁及び付け柱(間仕切柱)の散を調整するため、側柱の内面に厚さ3分四mm)、巾

5分 a5mm)の飼木を打付け、飼木に前述の木摺りを打ちつけている。

張付の下張りには反古紙が用いられ、上張りは裏打ちが施されており、壁一面の大判に栫えた

ものを張り付けている。周囲に3分(9mm)角の四分一(黒漆塗)を釘止めしている。

なお、下張り及び上張りについては、松江市の委嘱で安部榮四郎記念館により調査が行われた。

(成分分析は高知県立紙産業技術センター)試験報告書を基にその内容を以下に記す。

繊維組成試験σIS P 釘20による)

張:木材パルプ①上

針葉樹漂白化学パルプ(NBCP)と広葉樹漂白化学パルプ(LBSP)の

混合

②上張裏打ち:コウゾ繊維と木材パルプの混合

木材パルプは針葉樹漂白化学パルプと同じく針葉樹半晒し化学パルプ、

加えて広葉樹漂白パルプの混合

張:コウゾ繊維③下

薄黄色の和紙と濃い灰色の紙が用いられている。薄黄色の和紙はコウゾ

繊維に米粉が配合されている。濃い灰色の紙は機械パルプ(MP)で構成

されている。
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ト)壁下地

側周りの壁は女竹の小錘下地に荒壁塗りの仕様であることが確認されたが、厚みや小舞の取付

け位置など3種類の仕様が確認された。ーつ目は貴顕室を除く入側廻りの仕様で、室内側の柱内

面に横小舞を打付け、その外面に竪小鯉を掻き付け、荒壁を塗り裏返しを施している。二つ目は、

貴顕室の入側周りで、横小舞を柱貫の室内側面に揃え、竪小舞を貫に打ち付け、荒壁塗り裏返し

塗りを施している。三つ目は間仕切壁で柱の両側から側周りと同様の小舞掻きが施され、裏返し

塗りを施していない。
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